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　　人権相談
人権侵害・土地・建物・相続　．

・損害賠償・その他の法律問題．

で梱りの方の相談に応じます・1

秘密は絶対に守られますから　・

気軽においでください。

●と　き 9月22日（木）

　午前10時から

　午後3時まで

　
一
　
タ
　
ン
　
セ
　
村
町
養
山
休
之
然
松
自

ろこと●

●主催
　上越人権擁護委員協議会
　新潟地方法務局上越支局

　松之山町

昭和59年度

養成訓練生募集

科　　　　　名 期
問
新
潟
上
越
三
条

十
日
町
柏
崎
魚
沼
合　　計

普
　
　
通
　
　
訓
　
　
練
　
　
課
　
　
程

普
通
2
類

機械技術科 1年 20 20

精密機械科 〃 20 20

金型技術科 〃 20 20

電気施設科 〃 30 20 50

自動車整備技術科 〃 30 30 60

建　　築　　科 〃 20 20

工芸織物科 〃 20 20

染色工芸科 〃 20 20

デザイ　ン科 〃 20 20

測　　量　　科 〃 30 20 50

経理事務科 〃 20 20

計 90 50 60 60 20 40 320

普
通
1
類

機　　械　　科 2年 25 25

建　　築　　科 〃 20 20

左　　官　　科 〃 20 20

計 25 40 65

専
修
訓
練
課
程

専
修
1
類

機械鍛造科 1年 20 20

機　　械　　科 〃 20 20 20 60

金属プレス科 〃 10 10

溶　　接　　科 〃 20 20 40

板　　金　　科 〃 20 20

木　　工　　科 〃 10 10

建　　築　　科 〃 30 10 40

配管設備科 〃 10 10

計 80 40 70 20 210

合　　　　計 195 90 130 60 40 80 595

（注）　薔通訓練課程　1類　中学校又は高等学校を卒業した人（卒業予定を含む）

　　　　　　2類　高等学校を卒業した人（卒業予定を含む）
　　専修訓繰課程　1類　中学校又は高等学校を卒業した人（卒業予定を含む）

魎　　普通訓練課程2類　　9月1日～9月30日
　　識：1灘1類｝1・月17日一11月12日

＊くわしくは県立高等職業訓練校又は公共職業安定所に気軽にお問い合わせください。

新潟県商工労働部職業訓練課新潟市学校町通り1番地皿羅（2111111
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も町議選と●町長

D、
“、’西

村
山
町
長
は
3
選

町
議
は
現
職
1
3
名
、
新
人
7
名

　
任
期
満
了
に
よ
る
町
長
選
と
町
議

選
が
八
月
二
十
一
日
告
示
さ
れ
、
翌

日
の
二
十
二
日
午
後
で
立
候
補
届
が

締
め
切
ら
れ
た
が
町
長
・
町
議
選
と

も
告
示
の
二
十
一
日
に
届
け
出
た
外

に
新
た
な
立
候
補
者
は
な
く
、
そ
れ

ぞ
れ
無
投
票
当
選
が
決
ま
っ
た
。

　
村
山
町
長
（
五
十
八
歳
）
は
前
回

の
五
十
四
年
と
今
回
と
二
回
続
け
て

無
投
票
当
選
と
な
り
三
期
め
の
町
政

を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
町
議
選
は
町
始
ま
っ
て
以
来
の
無

投
票
で
現
職
が
十
三
名
、
新
人
が
七

名
、
合
計
二
十
名
の
新
し
い
町
議
が

決
ま
っ
た
。
党
派
別
で
は
、
無
所
属

十
八
名
、
共
産
党
二
名
で
前
回
と
同

数
と
な
っ
た
。

　
告
示
の
二
十
一
日
午
前
八
時
半
に

受
付
が
始
ま
り
届
け
出
を
済
ま
せ
た

立
候
補
者
は
選
挙
の
七
つ
道
具
を
受

け
取
り
、
ポ
ス
タ
ー
掲
示
や
自
動
車

を
く
り
出
し
連
呼
な
ど
の
選
挙
運
動

が
始
ま
っ
た
も
の
の
、
二
十
二
日
立

候
補
届
の
締
め
切
り
で
無
投
票
が
決

ま
る
と
、
こ
の
マ
イ
ク
合
戦
も
な
く

な
り
、
静
か
な
選
挙
と
な
っ
た
。

届出をする各候補者

①
柳

藏
難
鄭
鋤
議
会
藏
輝

　
　
靖
治
（
4
4
歳
）
　
無
所
属

湯
本
（
旅
館
業
）
当
選
1
回

②
相
沢
　
良
三
（
4
7
歳
）

　
　
水
　
梨
（
農
　
業
）

③
小
野
塚
保
夫
（
5
0
歳
）

　
　
上
蝦
池
（
農
　
業
）

④
高
橋
　
定
安
（
5
6
歳
）

　
　
天
水
島
（
農
　
業
）

⑤
高
橋
　
英
一
（
4
9
歳
）

　
　
中
　
尾
（
農
　
業
）

⑥
佐
藤
　
大
治
（
61
歳
）

　
　
天
水
越
（
農
　
業
）

⑦
村
山
　
正
英
（
54
歳
）

　
　
橋
詰
（
農
　
業
）

⑧
竹
内
平
八
郎
（
70
歳
）

　
　
湯
之
島
（
農
　
業
）

⑨
関
谷

　
　
黒

　
無
所
属

当
選
1
回

　
無
所
属

当
選
1
回

　
無
所
属

当
選
－
回

日
本
共
態
兄

当
選
3
回

　
無
所
属

当
選
8
回

　
無
所
属

当
選
4
回

　
無
所
属

当
選
4
回

　
勲
（
5
1
歳
）
　
無
所
属

倉
（
商
業
）
当
選
2
回

⑩
本
山
　
一
夫
（
5
6
歳
）

　
　
田
麦
立
（
農
　
業
）

　
無
所
属

当
選
1
回

届
け
出
順

⑪
佐
藤
　
利
幸
（
5
4
歳
）

　
　
天
水
越
（
農
業
）

⑫
相
沢
　
達
雄
（
67
歳
）

　
　
小
　
谷
（
農
業
）

⑬
田
辺
　
慎
一
（
3
5
歳
）

　
　
松
之
山
（
農
　
業
）

⑭
樋
ロ
　
真
一
（
6
0
歳
）

　
　
湯
　
山
（
農
業
）

⑮
田
辺
　
尚
二
（
61
歳
）

　
　
松
之
山
（
農
業
）

⑯
高
橋
平
八
郎
（
6
2
歳
）

　
　
中
　
尾
（
農
　
業
）

⑰
保
坂
　
武
雄
（
64
歳
）

　
　
松
　
口
（
農
　
業
）

⑱
邨
山
　
正
堅
（
6
1
歳
）

　
　
藤
　
原
（
農
　
業
）

⑲
村
山
　
里
志
（
5
3
歳
）

　
　
赤
倉
（
農
業
）

⑳
田
辺
　
一
夫
（
6
5
歳
）

　
　
新
　
田
（
農
　
業
）

　
無
所
属

当
選
2
回

　
無
所
属

当
選
3
回

　
無
所
属

当
選
1
回

　
無
所
属

当
選
2
回

日
本
共
蕉
兄

当
選
2
回

　
無
所
属

当
選
3
回

　
無
所
属

当
選
2
回

　
無
所
属

当
選
3
回

　
無
所
属

当
選
1
回

　
無
所
属

当
選
6
回

No．91時”川1川川1川1IIII”1””1【3】”1“1”“”””””””lll””ll”1”1””””1”””1””III”IMll”ll””II”1”1“lllllll””i“”1””II””””i”1””ll”lil”””lll””1””lllll”1広報まつのやま

　
こ
の
度
、
町
民
各
位
の
多
数
の
ご

協
力
を
得
ま
し
て
、
町
長
と
し
て
三

期
目
に
入
り
ま
し
た
こ
と
を
厚
く
御

1、ぴ撒卿

松
之
山
町
長

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
顧
み
ま
す
と
、
八
年
前
初
当
選
と

同
時
に
着
手
し
ま
し
た
高
校
の
改
築
、

　
　
　
　
　
　
　
謹
　
　
　
。

当選の村山町長
篇
無

村
山
政
光

国
や
県
が
と
か
く
中
心
地
か
ら
行
な

う
施
策
に
造
反
し
て
、
田
麦
立
、
中

原
、
東
山
か
ら
始
め
た
道
路
舗
装
、

大
厳
寺
高
原
へ
の
電
気
の
導
入
と
新

し
く
出
来
た
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー

に
於
て
行
な
わ
れ
ま
し
た
町
制
二
十

周
年
式
等
が
印
象
に
残
っ
て
お
り
ま

す
。　
二
期
目
に
入
っ
て
の
一
番
の
思
い

出
は
豊
原
ト
ン
ネ
ル
の
開
通
で
し
ょ

う
。
希
望
館
の
開
業
、
環
境
保
全
林

事
業
、
峰
越
林
道
野
々
海
線
と
山
伏

山
線
の
開
通
、
四
〇
五
号
線
の
国
道

昇
格
等
、
高
原
の
整
備
も
着
々
進
み

ま
し
た
。
東
頸
消
防
署
の
松
之
山
分

遣
所
新
設
も
今
に
し
て
思
え
ば
い
い

チ
ャ
ン
ズ
で
し
た
。

　
さ
て
こ
れ
か
ら
の
四
年
間
で
す
が
、

温
泉
ス
キ
ー
場
、
県
営
留
山
ダ
ム
、

林
道
亀
石
線
の
改
良
舗
装
、
基
幹
林

道
菱
ケ
岳
線
の
菖
蒲
牧
場
と
の
開
通

等
々
が
着
実
に
完
了
し
て
行
き
ま
す
。

新
林
構
事
業
の
終
結
と
同
時
に
大
厳

寺
高
原
の
開
発
は
一
応
終
了
す
る
こ

と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
今
後
は
六
十

年
に
予
定
さ
れ
て
い
る
関
越
高
速
道

路
の
全
線
開
通
や
新
幹
線
の
上
野
乗

り
入
れ
が
東
京
と
松
之
山
の
距
離
を

短
縮
す
る
と
同
じ
様
に
、
松
之
山
温

泉
、
岩
見
堂
、
兎
口
温
泉
の
距
離
を

も
っ
と
縮
め
て
一
体
の
も
の
に
す
る

必
要
が
あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

そ
の
中
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
多
目
的
利

用
を
考
え
て
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　
国
も
県
も
町
も
財
政
的
に
容
易
で

な
い
時
代
に
な
り
ま
し
た
。
過
去
に

於
て
も
い
い
こ
と
ば
か
り
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
保
育
所
の
合
併
、
学
校
の

統
廃
合
、
そ
し
て
止
む
こ
と
を
知
ら

な
い
人
口
の
減
少
と
老
齢
化
は
、
片

時
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
問
題
で
す
。

模
索
と
試
行
錯
誤
の
繰
返
し
が
当
分

続
く
こ
と
で
し
ょ
う
が
、
困
難
だ
か

ら
と
言
っ
て
さ
け
て
通
ら
ず
に
み
ん

な
で
考
え
、
実
行
に
移
し
て
行
き
ま

し
．
よ
う
。
今
後
と
も
一
層
の
ご
協
力

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

農
業
普
及
所
の
統
廃
合
計
画

　
　
　
　
　
　
松
代
普
及
所
の
存
続
要
望

　
県
は
八
月
三
日
来
年
度
か
ら
農
業

改
良
普
及
所
を
十
四
ヵ
所
減
ら
し
県

内
十
八
カ
所
に
統
合
す
る
こ
と
を
発

表
、
ま
た
十
九
日
に
は
こ
の
統
廃
合

案
を
九
月
県
議
会
に
提
出
す
る
こ
と

を
明
ら
か
に
し
た
。

　
こ
の
統
合
計
画
は
、
交
通
や
通
信

が
前
進
し
て
き
た
の
で
少
人
数
の
普

及
員
を
集
中
化
し
活
動
の
成
果
を
挙

げ
効
率
的
な
農
業
普
及
を
目
指
し
た

い
と
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　
一
郡
に
一
ヵ
所
を
基
本
に
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
松
代
農
業
改
良
普
及

所
が
廃
止
と
な
り
安
塚
農
業
改
良
普

及
所
に
統
合
さ
れ
る
計
画
の
も
の
で

松
代
、
松
之
山
両
町
の
農
家
や
農
業

関
係
者
は
不
安
と
失
望
を
い
だ
い
て

い
る
。

　
松
代
普
及
所
管
内
は
山
間
急
傾
斜

地
と
山
間
豪
雪
地
域
で
全
国
有
数
の

地
す
べ
り
地
帯
と
な
っ
て
お
り
、
ま

た
冬
期
間
の
交
通
困
難
な
地
域
も
ま

だ
多
く
あ
る
な
ど
平
担
地
普
及
所
と

は
異
な
る
特
殊
な
地
域
で
あ
る
の
で
、

こ
の
計
画
を
再
検
討
し
て
頂
き
松
代

普
及
所
の
存
続
を
願
っ
て
こ
の
程
松

代
、
松
之
山
両
町
長
や
議
長
、
農
業

委
員
会
長
、
農
協
組
合
長
が
、
君
県

知
事
、
農
林
水
産
部
長
な
ど
県
関
係

者
に
陳
情
し
て
き
た
。

廃止計画にのった松代普及所
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も町議選と●町長

D、
“、’西

村
山
町
長
は
3
選

町
議
は
現
職
1
3
名
、
新
人
7
名

　
任
期
満
了
に
よ
る
町
長
選
と
町
議

選
が
八
月
二
十
一
日
告
示
さ
れ
、
翌

日
の
二
十
二
日
午
後
で
立
候
補
届
が

締
め
切
ら
れ
た
が
町
長
・
町
議
選
と

も
告
示
の
二
十
一
日
に
届
け
出
た
外

に
新
た
な
立
候
補
者
は
な
く
、
そ
れ

ぞ
れ
無
投
票
当
選
が
決
ま
っ
た
。

　
村
山
町
長
（
五
十
八
歳
）
は
前
回

の
五
十
四
年
と
今
回
と
二
回
続
け
て

無
投
票
当
選
と
な
り
三
期
め
の
町
政

を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
町
議
選
は
町
始
ま
っ
て
以
来
の
無

投
票
で
現
職
が
十
三
名
、
新
人
が
七

名
、
合
計
二
十
名
の
新
し
い
町
議
が

決
ま
っ
た
。
党
派
別
で
は
、
無
所
属

十
八
名
、
共
産
党
二
名
で
前
回
と
同

数
と
な
っ
た
。

　
告
示
の
二
十
一
日
午
前
八
時
半
に

受
付
が
始
ま
り
届
け
出
を
済
ま
せ
た

立
候
補
者
は
選
挙
の
七
つ
道
具
を
受

け
取
り
、
ポ
ス
タ
ー
掲
示
や
自
動
車

を
く
り
出
し
連
呼
な
ど
の
選
挙
運
動

が
始
ま
っ
た
も
の
の
、
二
十
二
日
立

候
補
届
の
締
め
切
り
で
無
投
票
が
決

ま
る
と
、
こ
の
マ
イ
ク
合
戦
も
な
く

な
り
、
静
か
な
選
挙
と
な
っ
た
。

届出をする各候補者

①
柳

藏
難
鄭
鋤
議
会
藏
輝

　
　
靖
治
（
4
4
歳
）
　
無
所
属

湯
本
（
旅
館
業
）
当
選
1
回

②
相
沢
　
良
三
（
4
7
歳
）

　
　
水
　
梨
（
農
　
業
）

③
小
野
塚
保
夫
（
5
0
歳
）

　
　
上
蝦
池
（
農
　
業
）

④
高
橋
　
定
安
（
5
6
歳
）

　
　
天
水
島
（
農
　
業
）

⑤
高
橋
　
英
一
（
4
9
歳
）

　
　
中
　
尾
（
農
　
業
）

⑥
佐
藤
　
大
治
（
61
歳
）

　
　
天
水
越
（
農
　
業
）

⑦
村
山
　
正
英
（
54
歳
）

　
　
橋
詰
（
農
　
業
）

⑧
竹
内
平
八
郎
（
70
歳
）

　
　
湯
之
島
（
農
　
業
）

⑨
関
谷

　
　
黒

　
無
所
属

当
選
1
回

　
無
所
属

当
選
1
回

　
無
所
属

当
選
－
回

日
本
共
態
兄

当
選
3
回

　
無
所
属

当
選
8
回

　
無
所
属

当
選
4
回

　
無
所
属

当
選
4
回

　
勲
（
5
1
歳
）
　
無
所
属

倉
（
商
業
）
当
選
2
回

⑩
本
山
　
一
夫
（
5
6
歳
）

　
　
田
麦
立
（
農
　
業
）

　
無
所
属

当
選
1
回

届
け
出
順

⑪
佐
藤
　
利
幸
（
5
4
歳
）

　
　
天
水
越
（
農
業
）

⑫
相
沢
　
達
雄
（
67
歳
）

　
　
小
　
谷
（
農
業
）

⑬
田
辺
　
慎
一
（
3
5
歳
）

　
　
松
之
山
（
農
　
業
）

⑭
樋
ロ
　
真
一
（
6
0
歳
）

　
　
湯
　
山
（
農
業
）

⑮
田
辺
　
尚
二
（
61
歳
）

　
　
松
之
山
（
農
業
）

⑯
高
橋
平
八
郎
（
6
2
歳
）

　
　
中
　
尾
（
農
　
業
）

⑰
保
坂
　
武
雄
（
64
歳
）

　
　
松
　
口
（
農
　
業
）

⑱
邨
山
　
正
堅
（
6
1
歳
）

　
　
藤
　
原
（
農
　
業
）

⑲
村
山
　
里
志
（
5
3
歳
）

　
　
赤
倉
（
農
業
）

⑳
田
辺
　
一
夫
（
6
5
歳
）

　
　
新
　
田
（
農
　
業
）

　
無
所
属

当
選
2
回

　
無
所
属

当
選
3
回

　
無
所
属

当
選
1
回

　
無
所
属

当
選
2
回

日
本
共
蕉
兄

当
選
2
回

　
無
所
属

当
選
3
回

　
無
所
属

当
選
2
回

　
無
所
属

当
選
3
回

　
無
所
属

当
選
1
回

　
無
所
属

当
選
6
回
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こ
の
度
、
町
民
各
位
の
多
数
の
ご

協
力
を
得
ま
し
て
、
町
長
と
し
て
三

期
目
に
入
り
ま
し
た
こ
と
を
厚
く
御

1、ぴ撒卿

松
之
山
町
長

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
顧
み
ま
す
と
、
八
年
前
初
当
選
と

同
時
に
着
手
し
ま
し
た
高
校
の
改
築
、

　
　
　
　
　
　
　
謹
　
　
　
。

当選の村山町長
篇
無

村
山
政
光

国
や
県
が
と
か
く
中
心
地
か
ら
行
な

う
施
策
に
造
反
し
て
、
田
麦
立
、
中

原
、
東
山
か
ら
始
め
た
道
路
舗
装
、

大
厳
寺
高
原
へ
の
電
気
の
導
入
と
新

し
く
出
来
た
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー

に
於
て
行
な
わ
れ
ま
し
た
町
制
二
十

周
年
式
等
が
印
象
に
残
っ
て
お
り
ま

す
。　
二
期
目
に
入
っ
て
の
一
番
の
思
い

出
は
豊
原
ト
ン
ネ
ル
の
開
通
で
し
ょ

う
。
希
望
館
の
開
業
、
環
境
保
全
林

事
業
、
峰
越
林
道
野
々
海
線
と
山
伏

山
線
の
開
通
、
四
〇
五
号
線
の
国
道

昇
格
等
、
高
原
の
整
備
も
着
々
進
み

ま
し
た
。
東
頸
消
防
署
の
松
之
山
分

遣
所
新
設
も
今
に
し
て
思
え
ば
い
い

チ
ャ
ン
ズ
で
し
た
。

　
さ
て
こ
れ
か
ら
の
四
年
間
で
す
が
、

温
泉
ス
キ
ー
場
、
県
営
留
山
ダ
ム
、

林
道
亀
石
線
の
改
良
舗
装
、
基
幹
林

道
菱
ケ
岳
線
の
菖
蒲
牧
場
と
の
開
通

等
々
が
着
実
に
完
了
し
て
行
き
ま
す
。

新
林
構
事
業
の
終
結
と
同
時
に
大
厳

寺
高
原
の
開
発
は
一
応
終
了
す
る
こ

と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
今
後
は
六
十

年
に
予
定
さ
れ
て
い
る
関
越
高
速
道

路
の
全
線
開
通
や
新
幹
線
の
上
野
乗

り
入
れ
が
東
京
と
松
之
山
の
距
離
を

短
縮
す
る
と
同
じ
様
に
、
松
之
山
温

泉
、
岩
見
堂
、
兎
口
温
泉
の
距
離
を

も
っ
と
縮
め
て
一
体
の
も
の
に
す
る

必
要
が
あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

そ
の
中
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
多
目
的
利

用
を
考
え
て
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　
国
も
県
も
町
も
財
政
的
に
容
易
で

な
い
時
代
に
な
り
ま
し
た
。
過
去
に

於
て
も
い
い
こ
と
ば
か
り
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
保
育
所
の
合
併
、
学
校
の

統
廃
合
、
そ
し
て
止
む
こ
と
を
知
ら

な
い
人
口
の
減
少
と
老
齢
化
は
、
片

時
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
問
題
で
す
。

模
索
と
試
行
錯
誤
の
繰
返
し
が
当
分

続
く
こ
と
で
し
ょ
う
が
、
困
難
だ
か

ら
と
言
っ
て
さ
け
て
通
ら
ず
に
み
ん

な
で
考
え
、
実
行
に
移
し
て
行
き
ま

し
．
よ
う
。
今
後
と
も
一
層
の
ご
協
力

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

農
業
普
及
所
の
統
廃
合
計
画

　
　
　
　
　
　
松
代
普
及
所
の
存
続
要
望

　
県
は
八
月
三
日
来
年
度
か
ら
農
業

改
良
普
及
所
を
十
四
ヵ
所
減
ら
し
県

内
十
八
カ
所
に
統
合
す
る
こ
と
を
発

表
、
ま
た
十
九
日
に
は
こ
の
統
廃
合

案
を
九
月
県
議
会
に
提
出
す
る
こ
と

を
明
ら
か
に
し
た
。

　
こ
の
統
合
計
画
は
、
交
通
や
通
信

が
前
進
し
て
き
た
の
で
少
人
数
の
普

及
員
を
集
中
化
し
活
動
の
成
果
を
挙

げ
効
率
的
な
農
業
普
及
を
目
指
し
た

い
と
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　
一
郡
に
一
ヵ
所
を
基
本
に
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
松
代
農
業
改
良
普
及

所
が
廃
止
と
な
り
安
塚
農
業
改
良
普

及
所
に
統
合
さ
れ
る
計
画
の
も
の
で

松
代
、
松
之
山
両
町
の
農
家
や
農
業

関
係
者
は
不
安
と
失
望
を
い
だ
い
て

い
る
。

　
松
代
普
及
所
管
内
は
山
間
急
傾
斜

地
と
山
間
豪
雪
地
域
で
全
国
有
数
の

地
す
べ
り
地
帯
と
な
っ
て
お
り
、
ま

た
冬
期
間
の
交
通
困
難
な
地
域
も
ま

だ
多
く
あ
る
な
ど
平
担
地
普
及
所
と

は
異
な
る
特
殊
な
地
域
で
あ
る
の
で
、

こ
の
計
画
を
再
検
討
し
て
頂
き
松
代

普
及
所
の
存
続
を
願
っ
て
こ
の
程
松

代
、
松
之
山
両
町
長
や
議
長
、
農
業

委
員
会
長
、
農
協
組
合
長
が
、
君
県

知
事
、
農
林
水
産
部
長
な
ど
県
関
係

者
に
陳
情
し
て
き
た
。

廃止計画にのった松代普及所
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一
般
会
計
補
正
予
算

三
、

　
昭
和
五
十
八
年
度
第
五
回
町
議
会

臨
時
会
が
、
八
月
十
九
日
開
か
れ
五

議
案
を
審
議
し
可
決
し
た
。

　
一
般
会
計
補
正
予
算
の
歳
入
に
、

地
方
交
付
税
の
増
が
見
込
め
る
と
い

う
こ
と
で
三
、
二
〇
〇
万
円
追
加
さ

れ
た
。

　
歳
出
で
は
縫
製
工
場
の
進
出
の
た

め
貸
与
す
る
建
物
の
内
部
改
造
に
七

二
〇
万
円
、
ス
キ
i
場
建
設
に
四
六

二
万
円
、
兎
口
の
温
泉
井
戸
の
改
修

五
六
三
万
五
千
円
追
加

　
（
井
戸
の
そ
う
じ
を
し
毎
分
＝
二
2

の
湯
の
量
を
三
〇
2
位
に
自
墳
さ
せ

た
い
）
に
一
四
八
万
円
、
土
地
開
発

基
金
で
購
入
し
て
い
た
湯
本
駐
在
所

用
地
や
鏡
ヶ
池
用
地
な
ど
を
一
般
会

計
で
購
入
し
土
地
開
発
基
金
へ
戻
し

入
れ
に
五
九
〇
万
円
な
ど
総
額
三
、

五
六
三
万
五
千
円
を
追
加
し
た
。

　
国
保
税
条
例
の
一
部
改
正
で
は
、

課
税
率
で
所
得
割
が
百
分
の
○
、
九

六
％
、
資
産
割
が
百
分
の
二
、
五
四
％
。

均
等
割
で
一
六
四
円
、
世
帯
割
で
六

二
一
円
そ
れ
ぞ
れ
本
年
度
分
か
ら
引

き
下
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
財
産
の
取
得
で
は
ロ
ー
タ
リ
ー
除

雪
車
を
二
、
四
四
一
万
八
千
円
で
一

台
購
入
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
た
。

　
税
条
例
の
一
部
改
正
で
は
、
金
融

機
関
が
毎
月
第
二
土
曜
日
が
休
日
と

な
っ
た
の
で
町
税
納
期
が
第
二
土
曜

の
と
き
は
翌
々
日
（
月
曜
日
）
に
な

っ
た
。

陰
顎
鉦
到

▽
昭
和
五
十
八
年
度
松
之
山
町
一
般

　
会
計
補
正
予
算
（
第
二
回
）

〇
三
、
五
六
三
万
五
千
円
を
追
加
し
予

　
算
総
額
二
四
億
一
、
三
二
四
万
四
千

　
円
と
す
る
。

▽
松
之
山
町
税
条
例
の
一
部
改
正
。

○
金
融
機
関
が
八
月
か
ら
毎
月
第
二

　
土
曜
日
が
休
日
と
な
っ
た
の
で
、

　
納
期
が
第
二
土
曜
日
に
該
当
し
た

　
と
き
は
、
翌
々
日
の
月
曜
と
す
る
。

▽
松
之
山
町
国
保
条
例
の
一
部
改
正
。

○
所
得
割
、
百
分
の
四
・
七
四
％
を

　
三
・
七
八
％
に
。
資
産
割
四
八
・

　
一
二
％
を
四
五
・
六
七
％
に
。
均

　
等
割
二
、
三
二
四
円
を
二
、
一
六

　
〇
円
に
。
世
帯
割
一
四
、
九
二
一
円

　
を
一
四
、
三
〇
〇
円
に
引
き
下
げ
。

▽
財
産
の
取
得
（
予
定
価
格
七
百
万

　
円
以
上
の
財
産
の
取
得
に
は
、
議

　
会
の
議
決
に
付
さ
な
け
れ
ば
な
ら

　
な
い
）

○
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車
二
五
〇
P
S

　
級
、
二
、
四
四
一
万
八
千
円
。

▽
町
道
路
線
の
認
定
が
え
。

○
栃
倉
線
の
天
水
越
字
栃
倉
～
滝
ノ

前
間
三
、
四
八
五
m
を
廃
止
し
延
長

　
三
四
〇
m
と
す
る
。

8月19日の臨時議会

曇
鱗刊

総
務
費

○
公
有
財
産
購
入
　
　
五
九
〇
万
円

（
鏡
ケ
池
、
湯
本
駐
在
所
な
ど
四
カ

　
所
の
土
地
開
発
基
金
で
買
収
分
を

　
一
般
会
計
で
購
入
）

労
働
費

○
臨
時
雇
賃
金
　
　
　
　
八
三
方
円

農
林
水
産
業
費

○
誘
致
工
場
（
貸
与
す
る
建
物
）
の

　
内
部
改
造
費
　
　
　
七
二
〇
万
円

○
自
然
休
養
村
（
人
夫
賃
金
、
施
設

　
整
備
等
）
　
　
　
　
　
五
五
万
円

○
林
業
の
振
動
障
害
対
策
二
〇
万
円

○
キ
ャ
ン
プ
場
貸
出
用
テ
ン
ト
五
張

　
購
入
　
　
　
　
　
　
二
五
万
円

○
ふ
る
里
の
森
事
業
基
金
へ
繰
出
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
〇
万
円

○
林
道
用
地
買
収
、
立
木
等
補
償
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
一
万
円

○
特
定
分
収
林
会
員
接
遇
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
万
円

○
土
地
改
良
事
業
（
雑
人
夫
賃
金
、

　
登
記
事
務
委
託
料
等
）
二
二
万
円

商
工
費

○
菖
蒲
園
造
成
等
賃
金
　
一
〇
万
円

〇
二
号
井
温
泉
本
管
修
繕
一
二
万
円

○
観
光
リ
ー
フ
代
　
　
　
八
○
万
円

○
菖
蒲
園
、
ブ
ナ
の
森
（
消
耗
品
・

　
食
糧
費
等
）
　
　
　
　
一
〇
万
円

○
兎
口
一
号
井
改
修
工
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
八
万
円

○
泉
源
タ
ン
ク
外
構
工
事
一
八
万
円

○
ス
キ
ー
場
建
設
費
（
作
業
道
敷
砂

　
利
、
重
機
燃
料
代
・
物
件
補
償
料

　
等
）
　
　
　
　
　
　
四
六
二
万
円

土
木
費

○
町
道
舗
装
修
繕
　
　
　
五
〇
万
円

○
建
設
機
械
車
庫
改
造
三
九
〇
万
円

教
青
費

○
渋
海
荘
備
品
購
入
　
　
　
八
万
円

○
小
学
校
理
科
設
備
　
　
三
〇
万
円

○
中
学
校
理
科
設
備
　
　
一
〇
万
円

○
給
食
従
事
員
退
職
報
償
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
七
万
円

災
害
復
旧
費

○
町
道
災
害
応
急
工
事
（
兎
口
、
藤

　
倉
）
　
　
　
　
　
　
一
八
三
万
円
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転作98ヘクタール
　　　　実施率108％

　
転
作
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
農
家

の
皆
さ
ん
の
自
主
的
計
画
に
よ
り
協

力
を
お
願
い
し
て
い
た
が
、
こ
の
程

そ
の
現
地
確
認
が
行
わ
れ
今
年
の
実

施
状
況
が
ま
と
ま
っ
た
。

　
目
標
面
積
、
九
〇
・
七
ヘ
ク
タ
ー

ル
に
対
し
て
九
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
転

作
さ
れ
一
〇
八
％
の
実
施
率
と
な
り

目
標
を
達
成
し
た
。

▽
実
施
戸
数
　
　
　
　
　
五
九
二
戸

▽
転
作
面
積
五
九
・
九
八
ヘ
ク
タ
ー
ル

▽
管
理
転
作
二
〇
・
八
七
ヘ
ク
タ
ー
ル

▽
通
年
施
行
一
二
⊥
三
ヘ
ク
タ
ー
ル

▽
定
着
分
　
　
五
・
〇
六
ヘ
ク
タ
ー
ル

　
来
年
か
ら
は
第
三
期
の
対
策
が
新

し
く
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
が
町
に
配
分
さ
れ
る
面
積
や
奨

励
金
額
な
ど
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
厳

し
く
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

転作の実績

ク
リ
ー
ン
作
戦
で

　
　
　
　
　
美
し
い
通
学
路

　
松
里
小
学
校
の

児
童
は
今
年
春
か

ら
「
ク
リ
ー
ン
作

戦
」
を
行
な
い
、

通
学
路
に
な
げ
捨

て
ら
れ
た
あ
き
缶

や
ビ
ニ
ー
ル
袋
な

ど
を
回
収
し
て
、

父
兄
や
地
区
の
人

達
に
喜
ば
れ
て
い

る
。
　
松
里
小
学
校
管

内
は
松
之
山
温
泉

や
大
厳
寺
高
原
な

ど
の
観
光
地
が
あ

る
た
め
、
ジ
ュ
ー

ス
や
ビ
ー
ル
な
ど

の
あ
き
缶
や
ビ
ニ

ー
ル
袋
な
ど
が
な

げ
捨
て
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
で
は
せ

っ
か
く
の
観
光
松
之
山
町
も
だ
い
な

し
と
い
う
こ
と
で
松
里
小
学
校
の
P

T
A
で
は
子
供
を
中
心
に
あ
き
缶
や

ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
の
ゴ
ミ
を
ひ
ろ
い
、

毎
週
月
曜
日
の
登
校
時
に
ビ
ニ
ー
ル

袋
に
い
れ
た
こ
の
ご
み
を
回
収
し
て

い
る
。

　
七
月
末
ま
で
に
回
収
し
た
あ
き
缶

は
約
三
千
個
で
、
こ
の
程
町
か
ら
あ

き
缶
を
つ
ぶ
す
“
グ
ッ
シ
ャ
ラ
”
を

買
っ
て
も
ら
い
、
ア
ル
ミ
缶
と
ス
チ

ー
ル
缶
に
分
け
て
廃
品
回
収
の
時
業

者
に
売
り
渡
し
て
い
る
。

　
こ
の
小
さ
な
取
り
組
み
も
成
果
を

表
わ
し
、
今
で
は
美
し
い
通
学
路
と

な
り
、
子
供
達
は
自
然
を
守
り
、
町

を
き
れ
い
に
す
る
こ
と
に
積
極
的
に

活
動
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

部落名 実施戸数
転作実

施面積
目標面積 実施率

松之山 18 　　a259．0 　　a247．O 104．8％

兎　口 6 79．8 75．0 106．4

光　間 8 93．1 88．O 105．7

新　山 11 144．5 140．0 103．2

水　梨 26 356．3 340．0 104．7

小　谷 8 157．4 150．0 104．9

大荒戸 22 377．5 374．O 100．9

下川手 22 280．4 275．0 101．9

上川手 35 387．0 380．0 101．8

湯　山 19 216．4 204．O 106．0

湯本 15 117．1 110．0 106．4

天水越 40 588．3 458．0 128．4

天水島 38 1112．1 980．0 113．4

藤倉 11 220．5 200．0 110．2

中　尾 24 222．0 210．0 105．7

東　川 21 151．7 125．0 121．3

上蝦池 17 203．4 196．0 103．7

下蝦池 11 156．0 14LO 110．6
五十子平 13 171．7 152．0 112．9

坪野 10 179．4 171．0 104．9

赤倉 5 70．3 67．0 104．9

東　山 2 33．4 31．0 107．7

藤原 7 60．7 56．O 108．3

曽　根 25 369．9 321．0 115．2

新　田 16 429．5 351．0 122．3

上之山 5 72．8 70．0 104．0

湯之島 23 201．5 188．O 107．1

中立山 13 721．2 700．0 103．0

田麦立 16 432．1 412．0 104．8

月　池 9 336．5 315．0 106．8

坂　中 6 126．6 120．O 105．5

豊　田 22 399．6 390．0 102．4

北浦田 21 404．6 390．0 103．7

西之前 16 136．5 132．0 103．4

黒　倉 31 535．6 511．0 104．8

合　計 592 9804．4 9070．0 108．O
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一
般
会
計
補
正
予
算

三
、

　
昭
和
五
十
八
年
度
第
五
回
町
議
会

臨
時
会
が
、
八
月
十
九
日
開
か
れ
五

議
案
を
審
議
し
可
決
し
た
。

　
一
般
会
計
補
正
予
算
の
歳
入
に
、

地
方
交
付
税
の
増
が
見
込
め
る
と
い

う
こ
と
で
三
、
二
〇
〇
万
円
追
加
さ

れ
た
。

　
歳
出
で
は
縫
製
工
場
の
進
出
の
た

め
貸
与
す
る
建
物
の
内
部
改
造
に
七

二
〇
万
円
、
ス
キ
i
場
建
設
に
四
六

二
万
円
、
兎
口
の
温
泉
井
戸
の
改
修

五
六
三
万
五
千
円
追
加

　
（
井
戸
の
そ
う
じ
を
し
毎
分
＝
二
2

の
湯
の
量
を
三
〇
2
位
に
自
墳
さ
せ

た
い
）
に
一
四
八
万
円
、
土
地
開
発

基
金
で
購
入
し
て
い
た
湯
本
駐
在
所

用
地
や
鏡
ヶ
池
用
地
な
ど
を
一
般
会

計
で
購
入
し
土
地
開
発
基
金
へ
戻
し

入
れ
に
五
九
〇
万
円
な
ど
総
額
三
、

五
六
三
万
五
千
円
を
追
加
し
た
。

　
国
保
税
条
例
の
一
部
改
正
で
は
、

課
税
率
で
所
得
割
が
百
分
の
○
、
九

六
％
、
資
産
割
が
百
分
の
二
、
五
四
％
。

均
等
割
で
一
六
四
円
、
世
帯
割
で
六

二
一
円
そ
れ
ぞ
れ
本
年
度
分
か
ら
引

き
下
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
財
産
の
取
得
で
は
ロ
ー
タ
リ
ー
除

雪
車
を
二
、
四
四
一
万
八
千
円
で
一

台
購
入
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
た
。

　
税
条
例
の
一
部
改
正
で
は
、
金
融

機
関
が
毎
月
第
二
土
曜
日
が
休
日
と

な
っ
た
の
で
町
税
納
期
が
第
二
土
曜

の
と
き
は
翌
々
日
（
月
曜
日
）
に
な

っ
た
。

陰
顎
鉦
到

▽
昭
和
五
十
八
年
度
松
之
山
町
一
般

　
会
計
補
正
予
算
（
第
二
回
）

〇
三
、
五
六
三
万
五
千
円
を
追
加
し
予

　
算
総
額
二
四
億
一
、
三
二
四
万
四
千

　
円
と
す
る
。

▽
松
之
山
町
税
条
例
の
一
部
改
正
。

○
金
融
機
関
が
八
月
か
ら
毎
月
第
二

　
土
曜
日
が
休
日
と
な
っ
た
の
で
、

　
納
期
が
第
二
土
曜
日
に
該
当
し
た

　
と
き
は
、
翌
々
日
の
月
曜
と
す
る
。

▽
松
之
山
町
国
保
条
例
の
一
部
改
正
。

○
所
得
割
、
百
分
の
四
・
七
四
％
を

　
三
・
七
八
％
に
。
資
産
割
四
八
・

　
一
二
％
を
四
五
・
六
七
％
に
。
均

　
等
割
二
、
三
二
四
円
を
二
、
一
六

　
〇
円
に
。
世
帯
割
一
四
、
九
二
一
円

　
を
一
四
、
三
〇
〇
円
に
引
き
下
げ
。

▽
財
産
の
取
得
（
予
定
価
格
七
百
万

　
円
以
上
の
財
産
の
取
得
に
は
、
議

　
会
の
議
決
に
付
さ
な
け
れ
ば
な
ら

　
な
い
）

○
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車
二
五
〇
P
S

　
級
、
二
、
四
四
一
万
八
千
円
。

▽
町
道
路
線
の
認
定
が
え
。

○
栃
倉
線
の
天
水
越
字
栃
倉
～
滝
ノ

前
間
三
、
四
八
五
m
を
廃
止
し
延
長

　
三
四
〇
m
と
す
る
。

8月19日の臨時議会

曇
鱗刊

総
務
費

○
公
有
財
産
購
入
　
　
五
九
〇
万
円

（
鏡
ケ
池
、
湯
本
駐
在
所
な
ど
四
カ

　
所
の
土
地
開
発
基
金
で
買
収
分
を

　
一
般
会
計
で
購
入
）

労
働
費

○
臨
時
雇
賃
金
　
　
　
　
八
三
方
円

農
林
水
産
業
費

○
誘
致
工
場
（
貸
与
す
る
建
物
）
の

　
内
部
改
造
費
　
　
　
七
二
〇
万
円

○
自
然
休
養
村
（
人
夫
賃
金
、
施
設

　
整
備
等
）
　
　
　
　
　
五
五
万
円

○
林
業
の
振
動
障
害
対
策
二
〇
万
円

○
キ
ャ
ン
プ
場
貸
出
用
テ
ン
ト
五
張

　
購
入
　
　
　
　
　
　
二
五
万
円

○
ふ
る
里
の
森
事
業
基
金
へ
繰
出
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
〇
万
円

○
林
道
用
地
買
収
、
立
木
等
補
償
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
一
万
円

○
特
定
分
収
林
会
員
接
遇
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
万
円

○
土
地
改
良
事
業
（
雑
人
夫
賃
金
、

　
登
記
事
務
委
託
料
等
）
二
二
万
円

商
工
費

○
菖
蒲
園
造
成
等
賃
金
　
一
〇
万
円

〇
二
号
井
温
泉
本
管
修
繕
一
二
万
円

○
観
光
リ
ー
フ
代
　
　
　
八
○
万
円

○
菖
蒲
園
、
ブ
ナ
の
森
（
消
耗
品
・

　
食
糧
費
等
）
　
　
　
　
一
〇
万
円

○
兎
口
一
号
井
改
修
工
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
八
万
円

○
泉
源
タ
ン
ク
外
構
工
事
一
八
万
円

○
ス
キ
ー
場
建
設
費
（
作
業
道
敷
砂

　
利
、
重
機
燃
料
代
・
物
件
補
償
料

　
等
）
　
　
　
　
　
　
四
六
二
万
円

土
木
費

○
町
道
舗
装
修
繕
　
　
　
五
〇
万
円

○
建
設
機
械
車
庫
改
造
三
九
〇
万
円

教
青
費

○
渋
海
荘
備
品
購
入
　
　
　
八
万
円

○
小
学
校
理
科
設
備
　
　
三
〇
万
円

○
中
学
校
理
科
設
備
　
　
一
〇
万
円

○
給
食
従
事
員
退
職
報
償
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
七
万
円

災
害
復
旧
費

○
町
道
災
害
応
急
工
事
（
兎
口
、
藤

　
倉
）
　
　
　
　
　
　
一
八
三
万
円

No－911川””阿川川川1
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転作98ヘクタール
　　　　実施率108％

　
転
作
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
農
家

の
皆
さ
ん
の
自
主
的
計
画
に
よ
り
協

力
を
お
願
い
し
て
い
た
が
、
こ
の
程

そ
の
現
地
確
認
が
行
わ
れ
今
年
の
実

施
状
況
が
ま
と
ま
っ
た
。

　
目
標
面
積
、
九
〇
・
七
ヘ
ク
タ
ー

ル
に
対
し
て
九
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
転

作
さ
れ
一
〇
八
％
の
実
施
率
と
な
り

目
標
を
達
成
し
た
。

▽
実
施
戸
数
　
　
　
　
　
五
九
二
戸

▽
転
作
面
積
五
九
・
九
八
ヘ
ク
タ
ー
ル

▽
管
理
転
作
二
〇
・
八
七
ヘ
ク
タ
ー
ル

▽
通
年
施
行
一
二
⊥
三
ヘ
ク
タ
ー
ル

▽
定
着
分
　
　
五
・
〇
六
ヘ
ク
タ
ー
ル

　
来
年
か
ら
は
第
三
期
の
対
策
が
新

し
く
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
が
町
に
配
分
さ
れ
る
面
積
や
奨

励
金
額
な
ど
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
厳

し
く
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

転作の実績

ク
リ
ー
ン
作
戦
で

　
　
　
　
　
美
し
い
通
学
路

　
松
里
小
学
校
の

児
童
は
今
年
春
か

ら
「
ク
リ
ー
ン
作

戦
」
を
行
な
い
、

通
学
路
に
な
げ
捨

て
ら
れ
た
あ
き
缶

や
ビ
ニ
ー
ル
袋
な

ど
を
回
収
し
て
、

父
兄
や
地
区
の
人

達
に
喜
ば
れ
て
い

る
。
　
松
里
小
学
校
管

内
は
松
之
山
温
泉

や
大
厳
寺
高
原
な

ど
の
観
光
地
が
あ

る
た
め
、
ジ
ュ
ー

ス
や
ビ
ー
ル
な
ど

の
あ
き
缶
や
ビ
ニ

ー
ル
袋
な
ど
が
な

げ
捨
て
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
で
は
せ

っ
か
く
の
観
光
松
之
山
町
も
だ
い
な

し
と
い
う
こ
と
で
松
里
小
学
校
の
P

T
A
で
は
子
供
を
中
心
に
あ
き
缶
や

ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
の
ゴ
ミ
を
ひ
ろ
い
、

毎
週
月
曜
日
の
登
校
時
に
ビ
ニ
ー
ル

袋
に
い
れ
た
こ
の
ご
み
を
回
収
し
て

い
る
。

　
七
月
末
ま
で
に
回
収
し
た
あ
き
缶

は
約
三
千
個
で
、
こ
の
程
町
か
ら
あ

き
缶
を
つ
ぶ
す
“
グ
ッ
シ
ャ
ラ
”
を

買
っ
て
も
ら
い
、
ア
ル
ミ
缶
と
ス
チ

ー
ル
缶
に
分
け
て
廃
品
回
収
の
時
業

者
に
売
り
渡
し
て
い
る
。

　
こ
の
小
さ
な
取
り
組
み
も
成
果
を

表
わ
し
、
今
で
は
美
し
い
通
学
路
と

な
り
、
子
供
達
は
自
然
を
守
り
、
町

を
き
れ
い
に
す
る
こ
と
に
積
極
的
に

活
動
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

部落名 実施戸数
転作実

施面積
目標面積 実施率

松之山 18 　　a259．0 　　a247．O 104．8％

兎　口 6 79．8 75．0 106．4

光　間 8 93．1 88．O 105．7

新　山 11 144．5 140．0 103．2

水　梨 26 356．3 340．0 104．7

小　谷 8 157．4 150．0 104．9

大荒戸 22 377．5 374．O 100．9

下川手 22 280．4 275．0 101．9

上川手 35 387．0 380．0 101．8

湯　山 19 216．4 204．O 106．0

湯本 15 117．1 110．0 106．4

天水越 40 588．3 458．0 128．4

天水島 38 1112．1 980．0 113．4

藤倉 11 220．5 200．0 110．2

中　尾 24 222．0 210．0 105．7

東　川 21 151．7 125．0 121．3

上蝦池 17 203．4 196．0 103．7

下蝦池 11 156．0 14LO 110．6
五十子平 13 171．7 152．0 112．9

坪野 10 179．4 171．0 104．9

赤倉 5 70．3 67．0 104．9

東　山 2 33．4 31．0 107．7

藤原 7 60．7 56．O 108．3

曽　根 25 369．9 321．0 115．2

新　田 16 429．5 351．0 122．3

上之山 5 72．8 70．0 104．0

湯之島 23 201．5 188．O 107．1

中立山 13 721．2 700．0 103．0

田麦立 16 432．1 412．0 104．8

月　池 9 336．5 315．0 106．8

坂　中 6 126．6 120．O 105．5

豊　田 22 399．6 390．0 102．4

北浦田 21 404．6 390．0 103．7

西之前 16 136．5 132．0 103．4

黒　倉 31 535．6 511．0 104．8

合　計 592 9804．4 9070．0 108．O
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八
月
十
四
日
自
然
休
養
村
セ
ン
タ

ー
に
於
て
八
十
九
名
が
出
席
し
て
の

成
人
式
が
行
な
わ
れ
た
。

　
一
月
は
降
雪
の
た
め
帰
省
す
る
人

が
少
な
く
毎
年
お
盆
の
時
期
を
選
ん

で
実
施
し
て
い
る
。

　
受
付
の
あ
と
町
民
体
育
館
で
来
賓

と
一
緒
に
記
念
撮
影
を
や
り
会
場
の

セ
ン
タ
ー
で
式
典
に
う
つ
っ
た
。
町

民
歌
や
君
が
代
を
斉
唱
し
た
あ
と
火

の
誓
の
キ
ャ
ン
ド
ル
サ
ー
ビ
ス
に
つ

お盆の

づ
き
、
　
「
健
全
な
体
と
心
に
プ
ラ
ス

仕
事
で
も
趣
味
で
も
い
い
が
、
自
分

は
こ
れ
だ
！
と
い
う
も
の
を
身
に
つ

け
る
と
そ
の
人
に
は
深
み
が
出
る
も

の
で
、
皆
さ
ん
も
二
十
歳
を
き
っ
か

け
に
自
分
を
見
直
し
、
進
む
道
を
見

つ
け
て
欲
し
い
凶
と
町
長
の
祝
辞
が

あ
っ
た
。
こ
れ
に
答
え
成
人
を
代
表

し
て
樋
熊
尚
仁
さ
ん
（
松
之
山
）
が

「
今
日
か
ら
一
社
会
人
と
し
て
の
責

任
と
行
動
で
地
域
の
良
き
後
継
者
と

し
て
皆
様
方
の
期
待
に
そ
え
る
よ
う

努
力
し
ま
す
凶
と
成
人
と
し
て
の
決

意
を
の
べ
た
。
お
神
酒
で
乾
杯
の
あ

と
松
之
山
民
踊
ク
ラ
ブ
の
有
志
に
よ

る
踊
り
が
披
露
さ
れ
、
ジ
ュ
ー
ス
と

赤
飯
の
祝
賀
パ
ー
テ
ィ
ー
が
行
な
わ

れ
た
。

来賓と一緒に記念撮影
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住
宅
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

街
づ
く
り
わ
器
智

　
五
年
に
一
回
実
施
さ
れ
る
「
住
宅

統
計
調
査
」
が
十
月
一
日
、
全
国
一

斉
に
行
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
全
国
で
約
四
百
万
、

当
町
で
も
約
百
世
帯
が
調
査
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

　
私
た
ち
の
生
活
の
基
盤
で
あ
る
住

宅
の
状
況
を
明
ら
か
に
し
て
、
こ
れ

か
ら
の
住
宅
政
策
を
進
め
る
う
え
で

の
基
礎
資
料
と
な
り
ま
す
。

　
九
月
下
旬
か
ら
、
調
査
員
が
調
査

票
を
配
布
に
世
帯
を
訪
問
し
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
調
査
票
に
記
入
さ
れ
た
事
柄

は
、
統
計
を
作
る
だ
け
に
使
う
も
の

で
、
そ
の
ほ
か
に
は
一
切
使
用
し
ま

せ
ん
の
で
安
心
し
て
、
正
し
く
申
告

し
て
く
だ
さ
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
は
役
場

の
総
務
課
財
政
係
へ
。

’83秋の社会通信講座

受
講
者
を
募
集

　
　
　
　
　
申
込
9
月
30
日
ま
で

　
N
H
K
学
園
で
は
、
秋
の
「
社
会

通
信
講
座
」
の
受
講
者
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

　
こ
の
通
信
講
座
は
、
リ
ポ
ー
ト
の

添
削
が
中
心
で
、
だ
れ
で
も
自
宅
に

い
な
が
ら
自
分
の
都
合
の
よ
い
時
間

に
、
自
分
の
ぺ
ー
ス
で
学
べ
る
と
こ

ろ
に
あ
り
ま
す
。

　
講
座
は
、
書
道
・
硬
筆
・
母
と
子

の
硬
筆
・
簿
記
・
俳
句
・
短
歌
・
文

章
・
絵
画
・
囲
碁
・
英
語
・
数
学
・

国
語
の
十
二
講
座
三
十
六
コ
ー
ス
で
、

自
分
の
力
量
に
適
し
た
コ
ー
ス
を
選

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ど
の
講
座
も
定
め
ら
れ
た
期
間
内

に
学
習
が
修
了
で
き
る
シ
ス
テ
ム
に

な
っ
て
お
り
、
受
講
者
の
学
習
の
進

み
方
に
応
じ
て
調
整
で
き
る
よ
う
に

と
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
詳
し
い
案
内
書
を
ご
希
望
の
方
は
、

お
近
く
の
N
H
K
ま
た
は
、
左
記
へ

講
座
名
と
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

●
を
書
い
て
ハ
ガ
キ
で
ご
請
求
く
だ
さ

い
。
案
内
書
は
無
料
で
お
送
り
し
ま

す
。▽
受
講
資
格
　
　
　
　
ど
な
た
で
も

▽
受
付
期
間

　
　
　
　
　
　
　
九
月
三
十
日
ま
で

　
▽
申
込
・
案
内
書
請
求
先

　
8
6
東
京
都
国
立
市
富
士
見
台
二
1

　
　
　
〒
三
十
六
　
N
H
K
学
園
C
T
係

　
　
　
台
〇
四
二
五
－
七
二
－
三
一
五
五

　
　
　
ユ
ニ
ッ
ト
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
（
単
位
価
格
表
示
）

分
量
と
値
段
の
関
係
が

　
　
　
　
　
　
一
目
で
分
か
り
ま
す

　
店
頭
で
次
の
よ
う
な
値
段
の
表
示

が
あ
る
と
し
ま
す
。
い
っ
た
い
、
ど

ち
ら
が
安
い
の
か
、
と
っ
さ
に
ピ
ン

と
き
ま
す
か
。

　
一
二
五
グ
ラ
ム
入
り
。
三
五
〇
円

　
一
六
五
グ
ラ
ム
入
り
。
四
二
九
円

　
買
い
物
中
に
こ
の
二
つ
の
数
字
を

比
較
す
る
こ
と
は
、
暗
算
の
名
人
な

ら
い
ざ
知
ら
ず
な
か
な
か
で
き
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
に
、
同
じ
種
類
の
商
品

で
も
、
内
容
量
が
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
て

い
る
と
、
販
売
価
格
を
見
た
だ
け
で

は
、
ど
の
商
品
が
本
当
に
安
い
の
か

簡
単
に
は
分
か
り
ま
せ
ん
。

　
こ
う
し
た
消
費
者
の
悩
み
を
解
消

し
て
く
れ
る
の
が
ユ
ニ
ッ
ト
プ
ラ
イ

シ
ン
グ
（
単
位
価
格
表
示
）
で
す
。

　
こ
れ
は
、
商
品
の
販
売
価
格
と
一

緒
に
、
単
位
量
当
た
り
の
価
格
を
表

示
し
て
、
商
品
価
格
の
比
較
を
し
や

す
い
よ
う
に
し
た
も
の
で
す
。
冒
頭

の
値
段
表
示
に
当
て
は
め
る
と
下
表

の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
で
す
と
、
二
つ
の
商
品
の
価

格
の
比
較
は
ま
さ
に
一
目
瞭
然
。
で

す
か
ら
、
わ
た
し
た
ち
は
こ
の
数
字

を
見
比
べ
て
分
量
と
価
格
の
関
係
を

内容量　　　125g

価格　　350円
100g当たり　280円

内容量　　　165g

価格　　429円
100g当たり　260円

知
る
ご
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　
ま
た
「
一
山
何
円
」
「
一
盛
何
円
」

と
い
う
売
り
方
で
は
、
価
格
が
高
い

の
か
安
い
の
か
が
な
か
な
か
判
断
で

き
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
、
こ
う
し
た
商
品
の
価
格

に
分
か
り
や
す
い
分
量
当
た
り
の
価

格
が
、
例
え
ば
「
1
0
g
当
た
り
30
円
」

と
併
記
さ
れ
て
い
れ
ば
、
価
格
が
正

確
に
比
較
で
き
る
わ
け
で
す
。

　
ユ
ニ
ッ
ト
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
を
利
用

し
て
、
上
手
な
買
い
物
を
し
ま
し
ょ

う
。
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の
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が
行
な
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は
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の
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省
す
る
人

が
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く
毎
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お
盆
の
時
期
を
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ん

で
実
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し
て
い
る
。

　
受
付
の
あ
と
町
民
体
育
館
で
来
賓

と
一
緒
に
記
念
撮
影
を
や
り
会
場
の

セ
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で
式
典
に
う
つ
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た
。
町

民
歌
や
君
が
代
を
斉
唱
し
た
あ
と
火

の
誓
の
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ン
ド
ル
サ
ー
ビ
ス
に
つ

お盆の

づ
き
、
　
「
健
全
な
体
と
心
に
プ
ラ
ス

仕
事
で
も
趣
味
で
も
い
い
が
、
自
分

は
こ
れ
だ
！
と
い
う
も
の
を
身
に
つ

け
る
と
そ
の
人
に
は
深
み
が
出
る
も

の
で
、
皆
さ
ん
も
二
十
歳
を
き
っ
か

け
に
自
分
を
見
直
し
、
進
む
道
を
見

つ
け
て
欲
し
い
凶
と
町
長
の
祝
辞
が

あ
っ
た
。
こ
れ
に
答
え
成
人
を
代
表

し
て
樋
熊
尚
仁
さ
ん
（
松
之
山
）
が

「
今
日
か
ら
一
社
会
人
と
し
て
の
責

任
と
行
動
で
地
域
の
良
き
後
継
者
と

し
て
皆
様
方
の
期
待
に
そ
え
る
よ
う

努
力
し
ま
す
凶
と
成
人
と
し
て
の
決

意
を
の
べ
た
。
お
神
酒
で
乾
杯
の
あ

と
松
之
山
民
踊
ク
ラ
ブ
の
有
志
に
よ

る
踊
り
が
披
露
さ
れ
、
ジ
ュ
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ス
と

赤
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の
祝
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パ
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テ
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行
な
わ

れ
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住
宅
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査
に
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協
力
を

街
づ
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わ
器
智

　
五
年
に
一
回
実
施
さ
れ
る
「
住
宅

統
計
調
査
」
が
十
月
一
日
、
全
国
一

斉
に
行
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
全
国
で
約
四
百
万
、

当
町
で
も
約
百
世
帯
が
調
査
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

　
私
た
ち
の
生
活
の
基
盤
で
あ
る
住

宅
の
状
況
を
明
ら
か
に
し
て
、
こ
れ

か
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の
住
宅
政
策
を
進
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る
う
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で
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資
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ま
す
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九
月
下
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か
ら
、
調
査
員
が
調
査
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を
配
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に
世
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を
訪
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ま
す
の

で
、
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協
力
を
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ま
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。
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調
査
票
に
記
入
さ
れ
た
事
柄
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、
統
計
を
作
る
だ
け
に
使
う
も
の

で
、
そ
の
ほ
か
に
は
一
切
使
用
し
ま

せ
ん
の
で
安
心
し
て
、
正
し
く
申
告

し
て
く
だ
さ
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
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お
問
い
合
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せ
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場
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総
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課
財
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係
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。
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月
30
日
ま
で
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H
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で
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秋
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の
受
講
者
を
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だ
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に
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の
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時
間

に
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で
学
べ
る
と
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す
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書
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・
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と
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・
短
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・
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碁
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・

国
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の
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三
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自
分
の
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に
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を
選
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と
が
で
き
ま
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座
も
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期
間
内

に
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習
が
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了
で
き
る
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テ
ム
に
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て
お
り
、
受
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の
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の
進
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に
応
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調
整
で
き
る
よ
う
に

と
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て
い
ま
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。
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案
内
書
を
ご
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の
方
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、
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書
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当
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、
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や
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。
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価格　　350円
100g当たり　280円

内容量　　　165g

価格　　429円
100g当たり　260円

知
る
ご
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　
ま
た
「
一
山
何
円
」
「
一
盛
何
円
」

と
い
う
売
り
方
で
は
、
価
格
が
高
い

の
か
安
い
の
か
が
な
か
な
か
判
断
で

き
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
、
こ
う
し
た
商
品
の
価
格

に
分
か
り
や
す
い
分
量
当
た
り
の
価

格
が
、
例
え
ば
「
1
0
g
当
た
り
30
円
」

と
併
記
さ
れ
て
い
れ
ば
、
価
格
が
正

確
に
比
較
で
き
る
わ
け
で
す
。

　
ユ
ニ
ッ
ト
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
を
利
用

し
て
、
上
手
な
買
い
物
を
し
ま
し
ょ

う
。
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子ども交歓会
葛飾

松之山

、灘

す
ぐ
に
仲
よ
し
共
同
生
活

　
葛
飾
区
と
松
之
山
町
の
交
流
は
、

村
山
町
長
が
中
学
時
代
、
現
在
の

葛
飾
区
の
小
日
向
区
長
の
教
え
子
で

あ
っ
た
こ
と
が
縁
で
は
じ
ま
っ
た
も

の
で
、
両
町
の
友
好
を
深
め
て
い
く

こ
と
に
な
り
、
七
月
十
五
日
に
は
同

区
の
堀
切
菖
蒲
園
の
分
園
が
大
巌
寺

に
で
き
、
ま
た
八
月
三
日
か
ら
六
日

ま
で
の
四
日
間
松
之
山
で
子
供
交
歓

会
が
行
わ
れ
た
。

　
町
を
訪
れ
た
の
は
、
葛
飾
区
の
小

学
校
三
、
四
、
五
年
生
の
ボ
ー
イ
ス

ヵ
ウ
ト
三
〇
名
と
引
率
者
十
名
で
、

町
か
ら
は
各
学
校
代
表
三
、
四
、
五

年
生
の
三
〇
名
が
出
席
し
野
外
教
室

や
合
同
学
習
で
親
睦
を
深
め
た
。

　
八
月
三
日
午
前
六
時
過
ぎ
東
京
を

バ
ス
で
出
発
し
た
皆
さ
ん
は
午
後
二

時
松
之
山
に
到
着
、
大
巌
寺
高
原
で

早
速
開
会
式
が
行
な
わ
れ
た
。
町
長

の
歓
迎
の
挨
拶
の
あ
と
松
之
山
町
の

児
童
代
表
が
「
葛
飾
の
歌
や
テ
ン
ト

の
張
り
方
な
ど
を
練
習
し
て
皆
さ
ん

の
お
い
で
を
楽
し
み
に
待
っ
て
い
ま

し
た
凶
と
歓
迎
の
こ
と
ば
を
の
べ
、

葛
飾
区
の
児
童
代
表
は
「
松
之
山
の

大
自
然
と
澄
ん
だ
空
気
に
た
い
へ
ん

感
激
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
四
日

間
お
世
話
に
な
り
ま
す
が
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
凶
と
挨
拶
が
あ
っ
た
。

　
開
会
式
の
あ
と
葛
飾
区
、
松
之
山

の
児
童
各
三
人
づ
つ
計
六
人
が
一
グ

ル
ー
プ
と
な
り
十
組
に
編
成
さ
れ
、

自
己
紹
介
の
あ
と
組
長
、
連
絡
係
な

ど
の
任
務
分
担
を
決
め
た
。

　
子
供
達
は
日
ご
と
に
親
し
く
な
り

葛
飾
の
子
供
た
ち
は
豊
富
な
自
然
の

中
で
の
野
外
学
習
で
顔
は
ま
っ
黒
に

日
焼
け
し
て
い
た
。
ま
た
こ
の
事
業

ブナの原生林にかこまれ野外学習

大松山登山のあと共同浴場で汗をながす

に
は
、
町
内
の
各
学
校
長
さ
ん
、
養

護
教
員
の
皆
さ
ん
な
ど
約
三
十
名
の

方
が
夏
休
み
に
も
か
か
わ
ら
ず
協
力

し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　
第
一
日
目
、
テ
ン
ト
設
営
の
あ
と

は
ん
ご
う
で
ご
飯
を
た
き
、
カ
レ
ー

ラ
イ
ス
を
つ
く
り
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ

イ
ヤ
ー
を
楽
し
む
。

　
第
二
日
目
、
朝
食
の
前
に
探
鳥
会

を
や
り
、
野
々
海
高
原
で
植
物
昆
虫

の
採
集
、
大
厳
寺
大
池
で
魚
つ
り
大

会
、
宿
泊
は
浦
田
の
五
戸
に
民
宿
。

　
第
三
日
目
、
大
松
山
で
オ
リ
エ
ン

テ
ー
リ
ン
グ
、
宿
泊
所
の
松
中
寄
宿

舎
で
感
想
発
表
、
花
火
大
会
。

　
第
四
日
目
、
閉
会
式
の
あ
と
午
前

九
時
、
東
京
に
向
け
出
発
。

ジュースで乾杯民宿のいなか料理を満喫
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、
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。
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9目15日～21日敬老の日・老人福祉週間

心
の
病
9
㌧‘

　
ボ
ケ
症
状
（
老
年
痴
呆
）
や
テ
少

病
な
ど
の
心
の
病
に
か
か
っ
て
い
る

お
年
寄
り
に
対
し
、
周
囲
の
人
は
ど

の
よ
う
な
態
度
で
接
し
た
ら
い
い
の

か
、
一
緒
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

磐
や
馨
離
遡

　
お
年
寄
り
は
よ
く
「
怒
り
っ
ぽ
い
」

と
か
「
ぐ
ち
っ
ぽ
い
」
と
い
わ
れ
ま

す
。
し
か
し
、
な
に
も
意
識
的
に
そ

う
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

以
前
な
ら
我
慢
で
き
た
こ
と
が
、
い

わ
ば
理
性
の
ブ
レ
ー
キ
が
緩
ん
で
、

抑
え
が
き
か
な
く
な
っ
て
い
る
の
で

す
。　
そ
し
て
、
怒
っ
た
り
、
ぐ
ち
っ
た

り
す
る
背
景
に
は
、
必
ず
介
護
者
の

側
に
、
そ
の
原
因
に
な
る
言
葉
や
態

度
が
あ
る
も
の
で
す
。

槍
嘩
の
身
に
な
つ
て
接
す
る

　
心
の
病
に
か
か
っ
て
い
る
お
年
寄

り
と
接
す
る
に
は
、
何
よ
り
も
愛
情

が
大
切
。
お
年
寄
り
自
身
の
身
に
な

っ
て
、
希
望
を
か
な
え
て
あ
げ
る
こ

と
が
第
一
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
ぜ

ひ
次
の
よ
う
な
気
く
ば
り
を
し
て
あ

げ
て
く
だ
さ
い
。

は
愛
情
が
大
切

　
　
　
　
　
　
聖
マ
リ
ア
ン
ナ
医
科
大
学

　
　
　
　
　
　
神
経
精
神
科
教
授
長

　
お
年
寄
り
に
と
っ
て
、
思
い
出
話

は
生
き
が
い
の
一
つ
で
す
。
幸
せ
だ

っ
た
過
去
を
振
り
返
っ
て
、
幸
福
感

に
浸
り
た
い
と
い
う
心
境
の
表
れ
な

の
で
す
。

「
も
う
聞
き
あ
き
た
」
な
ど
と
い
わ

ず
に
忍
耐
強
く
聞
い
て
あ
げ
ま
し
ょ

う
。
相
づ
ち
を
打
っ
た
り
、
共
感
を

示
し
て
、
相
手
の
ぺ
ー
ス
に
合
わ
せ

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
な
に
ご
と
も
、
ま
す
受
け
入
れ

て
あ
げ
ま
し
ょ
う

　
ボ
ケ
症
状
の
お
年
寄
り
を
理
屈
で

説
得
し
よ
う
と
し
て
も
ナ
ン
セ
ン
ス

で
す
。
ま
し
て
や
、
間
違
い
を
指
摘

し
た
り
、
反
論
す
る
の
は
禁
物
。
お

年
寄
り
の
言
う
こ
と
、
す
る
こ
と
を
、

ま
ず
受
け
入
れ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
そ
し
て
、
万
一
怒
り
出
し
た
と
き

に
は
、
で
き
る
だ
け
自
分
の
心
を
穏

や
か
に
保
っ
て
、
静
か
に
応
対
し
ま

し
ょ
う
。
反
論
し
な
い
ほ
う
が
、
老

人
の
興
奮
を
静
め
ま
す
。

ス
キ
ン
シ
ッ
7
に
努
め
ま
し
ょ

　
う
　
お
年
寄
り
は
、
だ
れ
で
も
孤
独
感

谷
川
和
夫

を
抱
い
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
に
、

い
ち
ば
ん
頼
り
に
な
る
の
は
、
温
か

い
、
血
の
通
っ
た
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
で

す
。
こ
の
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
で
、
自
分

は
独
り
ぽ
っ
ち
で
は
な
い
こ
と
を
、

肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　
肩
を
も
ん
だ
り
、
話
を
聞
く
と
港

に
も
、
お
年
寄
り
の
手
を
軽
く
握
り

な
が
ら
聞
い
て
あ
げ
る
こ
と
で
す
。

俸
繊
不
編
海
灘
漢
難
と
爆
ぱ
謹

糞
難
鎮
麟
驚
茜
げ
漢
レ
載
藩

　
年
を
と
る
と
、
ど
う
し
て
も
し
ろ

い
ろ
な
不
定
愁
訴
（
こ
れ
と
い
っ
た

原
因
も
な
い
の
に
体
の
不
調
を
訴
え

た
り
す
る
こ
と
）
が
現
れ
て
き
ま
す
。

そ
ん
な
と
き
に
、
軽
く
あ
し
ら
っ
た

り
、
み
え
す
い
た
気
休
め
を
い
う
の

は
い
け
ま
せ
ん
。

　
訴
え
を
十
分
に
聞
き
、
本
人
が
希

望
す
る
な
ら
、
病
院
に
も
連
れ
て
い

っ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
た
だ
し
、
お

医
者
さ
ん
に
診
て
も
ら
う
場
合
は
、

事
前
に
お
医
者
さ
ん
に
症
状
を
知
ら

せ
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
「
気
の

せ
い
で
す
よ
」
と
か
「
病
院
に
く
る

ほ
ど
の
こ
と
で
は
な
い
」
な
ど
と
い

わ
れ
て
は
、
元
も
子
も
あ
り
ま
せ
ん
。

気
を
つ
け
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

鋤
佐
講
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秋
の
全
国
交
通
按
全
麹
動
灘
月
烈
娼
壌
蜘
凋

お
年
寄
り
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
交
通
事
故
か
ら
守
ろ
う

“
ゆ

　
交
通
事
故
に
よ
る
死
者
数
は
、
昨

年
は
六
年
ぶ
り
に
九
千
人
を
超
え
ま

し
た
が
、
今
年
に
入
っ
て
も
、
依
然

と
し
て
増
加
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
今
年
一
月
か
ら
六
月
ま
で
の
交
通

事
故
死
者
数
は
、
全
国
で
四
、
四
一
九

人
と
、
昨
年
に
比
べ
二
四
五
人
（
五
・

九
％
）
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
死
亡
事
故
の
内
容
を
見
る
と
、
相

変
わ
ら
ず
子
供
と
お
年
寄
り
が
多
く
、

と
り
わ
け
お
年
寄
り
の
犠
牲
者
が
目

立
ち
ま
す
。

　
車
社
会
の
中
で
弱
い
立
場
に
あ
る

お
年
寄
り
を
、
交
通
事
故
の
巻
き
添

え
に
す
る
の
は
悲
し
い
こ
と
で
す
。

　
今
年
も
「
子
供
と
お
年
寄
り
を
交

通
事
故
か
ら
守
ろ
う
」
を
重
点
テ
ー

マ
に
九
月
二
十
一
日
か
ら
三
十
日
ま

で
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
行
わ

れ
ま
す
。

　
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
、
お
年
寄

り
特
有
の
心
理
や
行
動
特
性
を
理
解

し
、
お
年
寄
り
を
交
通
事
故
か
ら
守

り
ま
し
ょ
う
。

［
鵬
鴛
思
え
る
よ
差
行

　
基
本
的
な
交
通
ル
ー
ル
を
知
っ
て

い
る
お
年
寄
り
で
も
、
身
勝
手
と
し

か
思
え
な
い
行
動
を
と
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　
例
え
ば
信
号
の
変
わ
り
め
で
横
断

を
始
め
た
り
、
近
道
を
し
て
横
断
し

て
は
い
け
な
い
と
こ
ろ
を
渡
っ
た
り

し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

窟
δ
肇
　
、

［
脚
肋
謎
発
卿
陵
ぼ

　
年
を
と
る
と
、
当
然
、
体
力
を
は

じ
め
運
動
機
能
や
感
覚
機
能
が
低
下

し
ま
す
。

　
し
か
し
、
体
は
な
か
な
か
動
か
な

い
の
に
、
本
人
は
ま
だ
ま
だ
若
い
つ

も
り
で
い
る
た
め
、
こ
の
意
識
と
現

実
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
事
故
を
招
き
や
す

く
し
て
い
ま
す
。

巡＿〆／7／石
，

艮
鴛
交
通
状
況
に
対
応

　
お
年
寄
り
は
、
交
通
ル
ー
ル
を
は

じ
め
と
す
る
、
交
通
環
境
の
変
化
に

つ
い
て
い
け
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
お
年
寄
り
の
頭
の
中
は
、

昔
の
記
憶
が
大
半
を
占
め
、
交
通
量

の
多
く
な
っ
た
現
在
の
状
況
を
実
感

と
し
て
つ
か
み
に
く
い
心
理
状
態
に

あ
り
ま
す
。

、

傲見た

　　　　　　　　　　　不足すると

　圓や皮膚の病気を招く

　ピタミンAの働き

　ビタミンは、体の活動を調整する栄養素です。

働きによりA、B、C、D、E、Kなどがあり
ます。

　このうちのビタミンAは、主に次のような働

きをします。①皮膚や粘膜を保護して細菌感染

を防ぐ　②視力を保って目が見えるようにする。

　そのほか、乳幼児の成長を促進したり、カル

シウムとともに骨や歯をつくる働きをします。

　不足するとどうなるか

　ビタミンAの必要量は、1日でも数ミリグラ

ムと、ごくわずかな量ですが、不足すると皮膚

や目などに異常をきたしたり、粘膜の抵抗力が

弱まって風邪や他の病気に感染しやすくなりま

す。ビタミンA不足から起こる病気には次のよ

うなものがあります。

　●夜盲症……薄暗い場所での視力が低下した

　　　　　　り、目が暗さに慣れにくくなる

　●皮膚乾燥症……皮膚が乾き、細かいブツブ

　　　　　　　　ツができる

　●角膜乾燥症……目の角膜が乾くため、破れ

　　　　　　　　て穴があき失明することが

　　　　　　　　ある

　　　　　　　　　　　どんな食品に

　　　　含まれるか

　ビタミンAに富む

食品は、ウナギ、レ

バー、バター、チー

ズ、卵の黄身など動

物性の食品です。ま

漁　い“　
∠∠’

　ター馬　伊，
　　　P　の●～　峯

講響
　　　　　　　　　　　た、ホウレンソウ、

ニンジン、カボチャといった緑黄色野菜に含ま

れるカロチンは、体の中でビタミンAに変わる

物質です。このためカロチンのことをプロ・ビ

タミンA（ビタミンAの代わりになるもの）と

もいいます。

　ビタミンには油に溶けやすいものと、水に溶

けやすいものとがあります。ビタミンAは、油

に溶けやすい「脂溶性」のビタミンです。この

ため、水で洗っても冷凍しても、食品中の含有

量は変わりません。

　ただし、長い時間熱したり、乾燥させたりす

ると破壊されてしまいます。ビタミンAに富む

食品を調理するときは注意しましょう。
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心
の
病
9
㌧‘

　
ボ
ケ
症
状
（
老
年
痴
呆
）
や
テ
少

病
な
ど
の
心
の
病
に
か
か
っ
て
い
る

お
年
寄
り
に
対
し
、
周
囲
の
人
は
ど

の
よ
う
な
態
度
で
接
し
た
ら
い
い
の

か
、
一
緒
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

磐
や
馨
離
遡

　
お
年
寄
り
は
よ
く
「
怒
り
っ
ぽ
い
」

と
か
「
ぐ
ち
っ
ぽ
い
」
と
い
わ
れ
ま

す
。
し
か
し
、
な
に
も
意
識
的
に
そ

う
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

以
前
な
ら
我
慢
で
き
た
こ
と
が
、
い

わ
ば
理
性
の
ブ
レ
ー
キ
が
緩
ん
で
、

抑
え
が
き
か
な
く
な
っ
て
い
る
の
で

す
。　
そ
し
て
、
怒
っ
た
り
、
ぐ
ち
っ
た

り
す
る
背
景
に
は
、
必
ず
介
護
者
の

側
に
、
そ
の
原
因
に
な
る
言
葉
や
態

度
が
あ
る
も
の
で
す
。

槍
嘩
の
身
に
な
つ
て
接
す
る

　
心
の
病
に
か
か
っ
て
い
る
お
年
寄

り
と
接
す
る
に
は
、
何
よ
り
も
愛
情

が
大
切
。
お
年
寄
り
自
身
の
身
に
な

っ
て
、
希
望
を
か
な
え
て
あ
げ
る
こ

と
が
第
一
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
ぜ

ひ
次
の
よ
う
な
気
く
ば
り
を
し
て
あ

げ
て
く
だ
さ
い
。

は
愛
情
が
大
切

　
　
　
　
　
　
聖
マ
リ
ア
ン
ナ
医
科
大
学

　
　
　
　
　
　
神
経
精
神
科
教
授
長

　
お
年
寄
り
に
と
っ
て
、
思
い
出
話

は
生
き
が
い
の
一
つ
で
す
。
幸
せ
だ

っ
た
過
去
を
振
り
返
っ
て
、
幸
福
感

に
浸
り
た
い
と
い
う
心
境
の
表
れ
な

の
で
す
。

「
も
う
聞
き
あ
き
た
」
な
ど
と
い
わ

ず
に
忍
耐
強
く
聞
い
て
あ
げ
ま
し
ょ

う
。
相
づ
ち
を
打
っ
た
り
、
共
感
を

示
し
て
、
相
手
の
ぺ
ー
ス
に
合
わ
せ

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
な
に
ご
と
も
、
ま
す
受
け
入
れ

て
あ
げ
ま
し
ょ
う

　
ボ
ケ
症
状
の
お
年
寄
り
を
理
屈
で

説
得
し
よ
う
と
し
て
も
ナ
ン
セ
ン
ス

で
す
。
ま
し
て
や
、
間
違
い
を
指
摘

し
た
り
、
反
論
す
る
の
は
禁
物
。
お

年
寄
り
の
言
う
こ
と
、
す
る
こ
と
を
、

ま
ず
受
け
入
れ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
そ
し
て
、
万
一
怒
り
出
し
た
と
き

に
は
、
で
き
る
だ
け
自
分
の
心
を
穏

や
か
に
保
っ
て
、
静
か
に
応
対
し
ま

し
ょ
う
。
反
論
し
な
い
ほ
う
が
、
老

人
の
興
奮
を
静
め
ま
す
。

ス
キ
ン
シ
ッ
7
に
努
め
ま
し
ょ

　
う
　
お
年
寄
り
は
、
だ
れ
で
も
孤
独
感

谷
川
和
夫

を
抱
い
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
に
、

い
ち
ば
ん
頼
り
に
な
る
の
は
、
温
か

い
、
血
の
通
っ
た
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
で

す
。
こ
の
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
で
、
自
分

は
独
り
ぽ
っ
ち
で
は
な
い
こ
と
を
、

肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　
肩
を
も
ん
だ
り
、
話
を
聞
く
と
港

に
も
、
お
年
寄
り
の
手
を
軽
く
握
り

な
が
ら
聞
い
て
あ
げ
る
こ
と
で
す
。

俸
繊
不
編
海
灘
漢
難
と
爆
ぱ
謹

糞
難
鎮
麟
驚
茜
げ
漢
レ
載
藩

　
年
を
と
る
と
、
ど
う
し
て
も
し
ろ

い
ろ
な
不
定
愁
訴
（
こ
れ
と
い
っ
た

原
因
も
な
い
の
に
体
の
不
調
を
訴
え

た
り
す
る
こ
と
）
が
現
れ
て
き
ま
す
。

そ
ん
な
と
き
に
、
軽
く
あ
し
ら
っ
た

り
、
み
え
す
い
た
気
休
め
を
い
う
の

は
い
け
ま
せ
ん
。

　
訴
え
を
十
分
に
聞
き
、
本
人
が
希

望
す
る
な
ら
、
病
院
に
も
連
れ
て
い

っ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
た
だ
し
、
お

医
者
さ
ん
に
診
て
も
ら
う
場
合
は
、

事
前
に
お
医
者
さ
ん
に
症
状
を
知
ら

せ
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
「
気
の

せ
い
で
す
よ
」
と
か
「
病
院
に
く
る

ほ
ど
の
こ
と
で
は
な
い
」
な
ど
と
い

わ
れ
て
は
、
元
も
子
も
あ
り
ま
せ
ん
。

気
を
つ
け
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

鋤
佐
講
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秋
の
全
国
交
通
按
全
麹
動
灘
月
烈
娼
壌
蜘
凋

お
年
寄
り
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
交
通
事
故
か
ら
守
ろ
う

“
ゆ

　
交
通
事
故
に
よ
る
死
者
数
は
、
昨

年
は
六
年
ぶ
り
に
九
千
人
を
超
え
ま

し
た
が
、
今
年
に
入
っ
て
も
、
依
然

と
し
て
増
加
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
今
年
一
月
か
ら
六
月
ま
で
の
交
通

事
故
死
者
数
は
、
全
国
で
四
、
四
一
九

人
と
、
昨
年
に
比
べ
二
四
五
人
（
五
・

九
％
）
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
死
亡
事
故
の
内
容
を
見
る
と
、
相

変
わ
ら
ず
子
供
と
お
年
寄
り
が
多
く
、

と
り
わ
け
お
年
寄
り
の
犠
牲
者
が
目

立
ち
ま
す
。

　
車
社
会
の
中
で
弱
い
立
場
に
あ
る

お
年
寄
り
を
、
交
通
事
故
の
巻
き
添

え
に
す
る
の
は
悲
し
い
こ
と
で
す
。

　
今
年
も
「
子
供
と
お
年
寄
り
を
交

通
事
故
か
ら
守
ろ
う
」
を
重
点
テ
ー

マ
に
九
月
二
十
一
日
か
ら
三
十
日
ま

で
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
行
わ

れ
ま
す
。

　
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
、
お
年
寄

り
特
有
の
心
理
や
行
動
特
性
を
理
解

し
、
お
年
寄
り
を
交
通
事
故
か
ら
守

り
ま
し
ょ
う
。

［
鵬
鴛
思
え
る
よ
差
行

　
基
本
的
な
交
通
ル
ー
ル
を
知
っ
て

い
る
お
年
寄
り
で
も
、
身
勝
手
と
し

か
思
え
な
い
行
動
を
と
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　
例
え
ば
信
号
の
変
わ
り
め
で
横
断

を
始
め
た
り
、
近
道
を
し
て
横
断
し

て
は
い
け
な
い
と
こ
ろ
を
渡
っ
た
り

し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

窟
δ
肇
　
、

［
脚
肋
謎
発
卿
陵
ぼ

　
年
を
と
る
と
、
当
然
、
体
力
を
は

じ
め
運
動
機
能
や
感
覚
機
能
が
低
下

し
ま
す
。

　
し
か
し
、
体
は
な
か
な
か
動
か
な

い
の
に
、
本
人
は
ま
だ
ま
だ
若
い
つ

も
り
で
い
る
た
め
、
こ
の
意
識
と
現

実
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
事
故
を
招
き
や
す

く
し
て
い
ま
す
。

巡＿〆／7／石
，

艮
鴛
交
通
状
況
に
対
応

　
お
年
寄
り
は
、
交
通
ル
ー
ル
を
は

じ
め
と
す
る
、
交
通
環
境
の
変
化
に

つ
い
て
い
け
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
お
年
寄
り
の
頭
の
中
は
、

昔
の
記
憶
が
大
半
を
占
め
、
交
通
量

の
多
く
な
っ
た
現
在
の
状
況
を
実
感

と
し
て
つ
か
み
に
く
い
心
理
状
態
に

あ
り
ま
す
。

、

傲見た

　　　　　　　　　　　不足すると

　圓や皮膚の病気を招く

　ピタミンAの働き

　ビタミンは、体の活動を調整する栄養素です。

働きによりA、B、C、D、E、Kなどがあり
ます。

　このうちのビタミンAは、主に次のような働

きをします。①皮膚や粘膜を保護して細菌感染

を防ぐ　②視力を保って目が見えるようにする。

　そのほか、乳幼児の成長を促進したり、カル

シウムとともに骨や歯をつくる働きをします。

　不足するとどうなるか

　ビタミンAの必要量は、1日でも数ミリグラ

ムと、ごくわずかな量ですが、不足すると皮膚

や目などに異常をきたしたり、粘膜の抵抗力が

弱まって風邪や他の病気に感染しやすくなりま

す。ビタミンA不足から起こる病気には次のよ

うなものがあります。

　●夜盲症……薄暗い場所での視力が低下した

　　　　　　り、目が暗さに慣れにくくなる

　●皮膚乾燥症……皮膚が乾き、細かいブツブ

　　　　　　　　ツができる

　●角膜乾燥症……目の角膜が乾くため、破れ

　　　　　　　　て穴があき失明することが

　　　　　　　　ある

　　　　　　　　　　　どんな食品に

　　　　含まれるか

　ビタミンAに富む

食品は、ウナギ、レ

バー、バター、チー

ズ、卵の黄身など動

物性の食品です。ま

漁　い“　
∠∠’

　ター馬　伊，
　　　P　の●～　峯

講響
　　　　　　　　　　　た、ホウレンソウ、

ニンジン、カボチャといった緑黄色野菜に含ま

れるカロチンは、体の中でビタミンAに変わる

物質です。このためカロチンのことをプロ・ビ

タミンA（ビタミンAの代わりになるもの）と

もいいます。

　ビタミンには油に溶けやすいものと、水に溶

けやすいものとがあります。ビタミンAは、油

に溶けやすい「脂溶性」のビタミンです。この

ため、水で洗っても冷凍しても、食品中の含有

量は変わりません。

　ただし、長い時間熱したり、乾燥させたりす

ると破壊されてしまいます。ビタミンAに富む

食品を調理するときは注意しましょう。
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歌
会
始
の
お
題
『
緑
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
応
募
は
1
0
月
1
1
日
ま
で

一
、
昭
和
五
十
九
年
歌
会
始
の
お
題

が
「
緑
」
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

二
、
詠
進
歌
の
詠
進
要
領

①
詠
進
歌
は
、
自
作
の
歌
で
一
人

　
一
首
と
し
、
未
発
表
の
も
の
に
限

　
り
ま
す
。

②
　
用
紙
は
、
半
紙
（
習
字
用
の
半

　
紙
「
白
紙
」
が
よ
い
）
と
し
、
毛

　
筆
で
自
書
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
た
だ
し
、
海
外
か
ら
詠
進
す
る

　
場
合
は
、
用
紙
は
随
意
と
し
、
毛

　
筆
で
な
く
て
も
差
し
支
え
あ
り
ま

　
せ
ん
。

③
病
気
又
は
身
体
障
害
の
た
め
毛

　
筆
で
自
書
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

　
場
合
に
は
、
他
人
が
代
筆
し
て
も

　
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
が
、
代
筆

　
の
場
合
は
、
す
べ
て
そ
の
理
由
を

　
書
い
た
別
の
紙
を
添
え
て
く
だ
さ

　
い
。

　
　
な
お
、
盲
人
の
方
は
、
点
字
で

　
詠
進
し
て
も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ

　
ん
。

④
書
式
は
、
半
紙
を
二
つ
折
り
に

　
し
、
開
い
て
右
半
面
に
お
題
と
歌
、

　
左
半
面
に
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏

　
名
（
本
名
、
ふ
り
が
な
つ
き
）
生

　
年
月
日
及
び
職
業
（
な
る
べ
く
具

　
体
的
に
）
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

　
　
無
職
の
場
合
は
、
単
に
「
無
職
」

　
と
書
い
て
も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ

　
ん
が
、
以
前
に
職
業
に
就
い
た
こ

　
と
が
あ
る
場
合
に
は
、
な
る
べ
く

　
元
の
職
業
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

　
　
な
お
、
主
婦
の
場
合
は
、
単
に

　
「
主
婦
」
と
書
い
て
も
差
し
支
え

　
あ
り
ま
せ
ん
。

三
、
注
意
事
項

　
次
の
場
合
に
は
、
詠
進
歌
は
失
格

と
な
り
ま
す
。

①
一
人
で
二
首
以
上
詠
進
し
た
場

　
合
。

②
詠
進
歌
が
既
に
発
表
さ
れ
た
歌

　
と
同
一
又
は
著
し
く
類
似
し
た
歌

　
で
あ
る
場
合
。

③
詠
進
歌
を
歌
会
始
の
行
わ
れ
る

　
日
以
前
に
、
新
聞
・
雑
誌
そ
の
他

　
の
出
版
物
・
年
賀
状
等
に
よ
り
発

　
表
し
た
場
合
。

④
二
の
③
に
記
し
た
代
筆
の
理
由

　
書
を
添
え
た
場
合
を
除
き
、
同
筆

　
と
認
め
ら
れ
る
す
べ
て
の
詠
進
歌
。

⑤
　
そ
の
他
こ
の
詠
進
要
領
に
よ
ら

　
な
い
場
合
。

四
、
詠
進
の
期
間

　
本
年
九
月
一
日
か
ら
十
月
十
一
日

ま
で
と
し
、
郵
送
の
場
合
は
、
消
印

が
十
月
十
一
日
ま
で
の
も
の
を
有
効

と
し
ま
す
。

五
、
郵
便
の
あ
て
先

oo

東
京
都
千
代
田
区
千
代
田
一
番
一

　〒
号
、
宮
内
庁

　
封
筒
に
「
詠
進
歌
」
と
書
き
添
え

て
く
だ
さ
い
。
詠
進
歌
は
、
小
さ
く

折
っ
て
封
入
し
て
も
差
し
支
え
あ
り

ま
せ
ん
。

六
、
お
問
い
合
わ
せ

　
以
上
に
つ
い
て
疑
問
が
あ
れ
ば
、

直
接
、
宮
内
庁
式
部
職
あ
て
に
、
郵

便
番
号
・
住
所
・
氏
名
を
書
き
、
返

信
用
切
手
を
は
っ
た
封
筒
を
添
え
て
、

九
月
末
日
ま
で
に
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

　
　
（
約
2
4
セ
ン
チ
メ
…
ト
ル
）

（書式図）

　
　
　
　
緑

　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

　
…
：
（
折
り
目
）
：

郵
便
番
号
、
住
　
　
　
所

職
　
業

シ
　
り
　
が
　
な

氏
　
　
名

　
　
年
月
日
生

（約33センチメートル）

　
郡
内
の
交
通
事
故
が
最
近
増
え
て

い
る
こ
と
か
ら
警
察
で
は
、
こ
の
事

態
を
深
刻
に
受
け
と
め
、
総
力
を
あ

げ
て
指
導
取
締
り
の
強
化
を
図
っ
て

い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
七
月
に
牧
村
で
八
月
に
は
松
代
町

で
交
通
死
亡
事
故
が
発
生
し
、
八
月

十
六
日
現
在
郡
内
の
人
身
事
故
が
三

十
五
件
発
生
し
三
人
が
死
亡
し
四
十

二
人
が
ケ
ガ
を
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
郡
内
の
交
通
事
故
に
よ

る
死
亡
者
は
、
昭
和
五
十
年
、
五
十

三
年
、
五
十
七
年
に
そ
れ
ぞ
れ
三
人

が
亡
く
な
っ
て
お
り
、
本
年
は
す
で

に
三
人
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
て
お
り

ま
す
。
こ
の
ま
ま
推
移
し
ま
す
と
史

上
最
悪
の
事
態
に
な
り
か
ね
な
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。

　
安
塚
警
察
で
は
、
　
「
飲
酒
運
転
の

追
放
」
「
カ
ー
ブ
の
転
落
事
故
防
止
」

「
子
供
と
老
人
の
保
護
」
に
つ
い
て

特
に
注
意
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

睡
緯
鐵
欝
瞬
欝

　
県
立
十
日
町
高
等
職
業
訓
練
校
で

は
、
昭
和
五
十
九
年
度
の
訓
練
生
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
訓
練
校
は
、
工
業
技
術
セ
ン

タ
ー
十
日
町
試
験
場
が
併
設
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
新
し
い
情
報
や
技
術

が
早
く
的
確
に
得
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
り
、
県
外

は
も
と
よ
り
、
外
国
の
新
し
い
情
報

も
キ
ャ
ッ
チ
で
き
就
職
に
有
利
で
す
。

　
募
集
は
「
工
芸
織
物
科
」
　
「
染
色

工
芸
科
」
　
「
デ
ザ
イ
ン
科
」
の
三
科

で
定
員
は
各
二
十
名
。
修
業
期
間
は

一
力
年
で
、
高
校
卒
ま
た
は
、
こ
れ

と
同
程
度
の
学
力
を
有
す
る
と
認
め

ら
れ
る
方
は
、
ど
な
た
で
も
入
校
で

き
ま
す
。

　
受
付
期
間
は
九
月
一
日
か
ら
九
月

三
十
日
。
選
考
は
十
月
十
一
日
、
同

校
で
現
代
国
語
と
数
学
一
の
試
験
と

面
接
を
行
な
い
ま
す
。

　
お
問
合
せ
は
、
〒
蝿
十
日
町
市
学

校
町
　
新
潟
県
立
十
日
町
高
等
職
業

訓
練
校
　
費
。
孟
藍
i
七
－
二
。
五
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シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
締
め
切
る

　
　
　
　
全
国
各
地
か
ら
柵
点

　
松
之
山
温
泉
ス
キ
ー
場
が
十
二
月

オ
ー
プ
ン
す
る
こ
と
に
な
り
、
シ
ン

ボ
ル
マ
ー
ク
を
募
集
し
て
い
た
が
八

月
三
十
一
日
締
め
切
っ
た
。
応
募
者

数
は
四
十
五
名
で
一
〇
八
点
の
す
ば

ら
し
い
作
品
が
よ
せ
ら
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
蕎
甥

　
作
品
の
ほ
と
ん
ど
が
県
外
で
北
は

北
海
道
か
ら
南
は
九
州
ま
で
の
全
国

各
地
か
ら
応
募
が
あ
っ
た
。

　
こ
の
作
品
は
近
く
審
査
さ
れ
、
ス

キ
ー
場
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
が
決
定

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　　　　　　　　　　　　　　　　毯

　　　　　　　　　　　　甥

　　　　　　　　　馨

松
之
山
温
泉
ス
キ
ー
場

　
　
　
　
ポ
ス
タ
ー
で
売
り
こ
み

　
冬
の
観
光
開
発
に
、
町
は
今
年
二

億
円
の
巨
費
を
投
入
し
ス
キ
ー
場
の

建
設
に
着
手
し
た
が
、
ゲ
レ
ン
デ
整

備
と
リ
フ
ト
架
設
工
事
が
順
調
に
進

み
、
十
二
月
オ
ー
プ
ン
と
な
っ
た
。

　
こ
の
ス
キ
ー
場
宣
伝
の
た
め
、
バ

i
ジ
ン
ゲ
レ
ン
デ
十
二
月
オ
ー
プ
ン

だ
〃
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
「
新

設
」
「
新
雪
」
「
親
切
」
の
三
シ
ン
セ
ツ

を
売
り
込
む
ポ
ス
タ
ー
二
千
部
を
つ
く

り
、
県
内
全
市
町
村
と
県
内
の
国
鉄

主
要
駅
構
内
に
掲
示
し
て
P
R
す
る
。
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歌
会
始
の
お
題
『
緑
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
応
募
は
1
0
月
1
1
日
ま
で

一
、
昭
和
五
十
九
年
歌
会
始
の
お
題

が
「
緑
」
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

二
、
詠
進
歌
の
詠
進
要
領

①
詠
進
歌
は
、
自
作
の
歌
で
一
人

　
一
首
と
し
、
未
発
表
の
も
の
に
限

　
り
ま
す
。

②
　
用
紙
は
、
半
紙
（
習
字
用
の
半

　
紙
「
白
紙
」
が
よ
い
）
と
し
、
毛

　
筆
で
自
書
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
た
だ
し
、
海
外
か
ら
詠
進
す
る

　
場
合
は
、
用
紙
は
随
意
と
し
、
毛

　
筆
で
な
く
て
も
差
し
支
え
あ
り
ま

　
せ
ん
。

③
病
気
又
は
身
体
障
害
の
た
め
毛

　
筆
で
自
書
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

　
場
合
に
は
、
他
人
が
代
筆
し
て
も

　
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
が
、
代
筆

　
の
場
合
は
、
す
べ
て
そ
の
理
由
を

　
書
い
た
別
の
紙
を
添
え
て
く
だ
さ

　
い
。

　
　
な
お
、
盲
人
の
方
は
、
点
字
で

　
詠
進
し
て
も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ

　
ん
。

④
書
式
は
、
半
紙
を
二
つ
折
り
に

　
し
、
開
い
て
右
半
面
に
お
題
と
歌
、

　
左
半
面
に
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏

　
名
（
本
名
、
ふ
り
が
な
つ
き
）
生

　
年
月
日
及
び
職
業
（
な
る
べ
く
具

　
体
的
に
）
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

　
　
無
職
の
場
合
は
、
単
に
「
無
職
」

　
と
書
い
て
も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ

　
ん
が
、
以
前
に
職
業
に
就
い
た
こ

　
と
が
あ
る
場
合
に
は
、
な
る
べ
く

　
元
の
職
業
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

　
　
な
お
、
主
婦
の
場
合
は
、
単
に

　
「
主
婦
」
と
書
い
て
も
差
し
支
え

　
あ
り
ま
せ
ん
。

三
、
注
意
事
項

　
次
の
場
合
に
は
、
詠
進
歌
は
失
格

と
な
り
ま
す
。

①
一
人
で
二
首
以
上
詠
進
し
た
場

　
合
。

②
詠
進
歌
が
既
に
発
表
さ
れ
た
歌

　
と
同
一
又
は
著
し
く
類
似
し
た
歌

　
で
あ
る
場
合
。

③
詠
進
歌
を
歌
会
始
の
行
わ
れ
る

　
日
以
前
に
、
新
聞
・
雑
誌
そ
の
他

　
の
出
版
物
・
年
賀
状
等
に
よ
り
発

　
表
し
た
場
合
。

④
二
の
③
に
記
し
た
代
筆
の
理
由

　
書
を
添
え
た
場
合
を
除
き
、
同
筆

　
と
認
め
ら
れ
る
す
べ
て
の
詠
進
歌
。

⑤
　
そ
の
他
こ
の
詠
進
要
領
に
よ
ら

　
な
い
場
合
。

四
、
詠
進
の
期
間

　
本
年
九
月
一
日
か
ら
十
月
十
一
日

ま
で
と
し
、
郵
送
の
場
合
は
、
消
印

が
十
月
十
一
日
ま
で
の
も
の
を
有
効

と
し
ま
す
。

五
、
郵
便
の
あ
て
先

oo

東
京
都
千
代
田
区
千
代
田
一
番
一

　〒
号
、
宮
内
庁

　
封
筒
に
「
詠
進
歌
」
と
書
き
添
え

て
く
だ
さ
い
。
詠
進
歌
は
、
小
さ
く

折
っ
て
封
入
し
て
も
差
し
支
え
あ
り

ま
せ
ん
。

六
、
お
問
い
合
わ
せ

　
以
上
に
つ
い
て
疑
問
が
あ
れ
ば
、

直
接
、
宮
内
庁
式
部
職
あ
て
に
、
郵

便
番
号
・
住
所
・
氏
名
を
書
き
、
返

信
用
切
手
を
は
っ
た
封
筒
を
添
え
て
、

九
月
末
日
ま
で
に
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

　
　
（
約
2
4
セ
ン
チ
メ
…
ト
ル
）

（書式図）
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日
生
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郡
内
の
交
通
事
故
が
最
近
増
え
て

い
る
こ
と
か
ら
警
察
で
は
、
こ
の
事

態
を
深
刻
に
受
け
と
め
、
総
力
を
あ

げ
て
指
導
取
締
り
の
強
化
を
図
っ
て

い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
七
月
に
牧
村
で
八
月
に
は
松
代
町

で
交
通
死
亡
事
故
が
発
生
し
、
八
月

十
六
日
現
在
郡
内
の
人
身
事
故
が
三

十
五
件
発
生
し
三
人
が
死
亡
し
四
十

二
人
が
ケ
ガ
を
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
郡
内
の
交
通
事
故
に
よ

る
死
亡
者
は
、
昭
和
五
十
年
、
五
十

三
年
、
五
十
七
年
に
そ
れ
ぞ
れ
三
人

が
亡
く
な
っ
て
お
り
、
本
年
は
す
で

に
三
人
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
て
お
り

ま
す
。
こ
の
ま
ま
推
移
し
ま
す
と
史

上
最
悪
の
事
態
に
な
り
か
ね
な
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。

　
安
塚
警
察
で
は
、
　
「
飲
酒
運
転
の

追
放
」
「
カ
ー
ブ
の
転
落
事
故
防
止
」

「
子
供
と
老
人
の
保
護
」
に
つ
い
て

特
に
注
意
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

睡
緯
鐵
欝
瞬
欝

　
県
立
十
日
町
高
等
職
業
訓
練
校
で

は
、
昭
和
五
十
九
年
度
の
訓
練
生
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
訓
練
校
は
、
工
業
技
術
セ
ン

タ
ー
十
日
町
試
験
場
が
併
設
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
新
し
い
情
報
や
技
術

が
早
く
的
確
に
得
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
り
、
県
外

は
も
と
よ
り
、
外
国
の
新
し
い
情
報

も
キ
ャ
ッ
チ
で
き
就
職
に
有
利
で
す
。

　
募
集
は
「
工
芸
織
物
科
」
　
「
染
色

工
芸
科
」
　
「
デ
ザ
イ
ン
科
」
の
三
科

で
定
員
は
各
二
十
名
。
修
業
期
間
は

一
力
年
で
、
高
校
卒
ま
た
は
、
こ
れ

と
同
程
度
の
学
力
を
有
す
る
と
認
め

ら
れ
る
方
は
、
ど
な
た
で
も
入
校
で

き
ま
す
。

　
受
付
期
間
は
九
月
一
日
か
ら
九
月

三
十
日
。
選
考
は
十
月
十
一
日
、
同

校
で
現
代
国
語
と
数
学
一
の
試
験
と

面
接
を
行
な
い
ま
す
。

　
お
問
合
せ
は
、
〒
蝿
十
日
町
市
学

校
町
　
新
潟
県
立
十
日
町
高
等
職
業

訓
練
校
　
費
。
孟
藍
i
七
－
二
。
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シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
締
め
切
る

　
　
　
　
全
国
各
地
か
ら
柵
点

　
松
之
山
温
泉
ス
キ
ー
場
が
十
二
月

オ
ー
プ
ン
す
る
こ
と
に
な
り
、
シ
ン

ボ
ル
マ
ー
ク
を
募
集
し
て
い
た
が
八

月
三
十
一
日
締
め
切
っ
た
。
応
募
者

数
は
四
十
五
名
で
一
〇
八
点
の
す
ば

ら
し
い
作
品
が
よ
せ
ら
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
蕎
甥

　
作
品
の
ほ
と
ん
ど
が
県
外
で
北
は

北
海
道
か
ら
南
は
九
州
ま
で
の
全
国

各
地
か
ら
応
募
が
あ
っ
た
。

　
こ
の
作
品
は
近
く
審
査
さ
れ
、
ス

キ
ー
場
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
が
決
定

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　　　　　　　　　　　　　　　　毯

　　　　　　　　　　　　甥

　　　　　　　　　馨

松
之
山
温
泉
ス
キ
ー
場

　
　
　
　
ポ
ス
タ
ー
で
売
り
こ
み

　
冬
の
観
光
開
発
に
、
町
は
今
年
二

億
円
の
巨
費
を
投
入
し
ス
キ
ー
場
の

建
設
に
着
手
し
た
が
、
ゲ
レ
ン
デ
整

備
と
リ
フ
ト
架
設
工
事
が
順
調
に
進

み
、
十
二
月
オ
ー
プ
ン
と
な
っ
た
。

　
こ
の
ス
キ
ー
場
宣
伝
の
た
め
、
バ

i
ジ
ン
ゲ
レ
ン
デ
十
二
月
オ
ー
プ
ン

だ
〃
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
「
新

設
」
「
新
雪
」
「
親
切
」
の
三
シ
ン
セ
ツ

を
売
り
込
む
ポ
ス
タ
ー
二
千
部
を
つ
く

り
、
県
内
全
市
町
村
と
県
内
の
国
鉄

主
要
駅
構
内
に
掲
示
し
て
P
R
す
る
。
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嘩鱗モ掘。、

　
八
月
二
十
八
日
大
厳
寺
高
原
の
観

光
農
園
で
ジ
ャ
ガ
イ
モ
掘
り
が
行
わ

れ
た
。

　
ふ
る
里
の
森
会
員
な
ど
都
会
の
人

達
に
土
に
ふ
れ
、
収
穫
の
喜
こ
び
を

味
わ
っ
て
も
ら
お
う
と
今
年
試
験
的

に
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
栽
培
し
た
。
来
年

は
さ
つ
ま
い
も
を
約
十
五
ア
ー
ル
植

え
て
本
格
的
な
い
も
掘
り
の
出
来
る

農
園
に
し
た
い
と
い
う
も
の
で
す
。

　
今
年
は
新
潟
市
、
上
越
市
な
ど
県

内
か
ら
二
十
五
人
の
家
族
連
れ
が
参

加
し
て
ジ
ャ
ガ
イ
モ
掘
り
を
楽
し
み
、

と
り
た
て
の
イ
モ
を
試
食
し
、
一
人

約
五
キ
ロ
ず
つ
を
お
み
や
げ
と
し
て

持
ち
帰
っ
た
。

9月21日～27日

裏㈱
騨塵環境衛生週間

9月9日「救急の日」
　　《獅少駒藩露だ

9月9日～15日「救急医療週間」

321日日日5
日

191486
日日日日

282221
日　日　日

選
挙
管
理
委
員
会

食
生
活
改
善
推
進
員
研
修
会

子
ど
も
交
観
会
（
葛
飾
・
松

之
山
）
6
日
ま
で

町
長
・
町
議
立
候
補
予
定
者

説
明
会

献
血
（
浦
田
セ
ン
タ
ー
）

乳
幼
児
健
診

高
柳
町
議
会
視
察

成
人
式

臨
時
議
会

選
挙
管
理
委
員
会

町
長
・
町
議
選
告
示

立
候
補
者
届
け
出
締
切
り

選
挙
会

入

札
結
果
8
月

▽
振
第
十
号
・
作
業
道
、
亀
石
線

　
延
長
八
二
三
m
（
天
水
越
地
内
）

　
高
橋
組
　
　
　
一
、
一
一
二
〇
万
円

▽
振
第
十
一
号
・
運
動
広
場
造
成

　
広
場
面
積
六
、
二
五
〇
㎡

　
高
橋
組
　
　
　
　
　
六
二
〇
万
円

▽
産
第
十
一
号
・
西
之
前
集
落
開
発

　
セ
ン
タ
ー
新
築
、
八
八
・
九
三
㎡

　
小
口
組
　
　
　
　
　
九
八
O
万
円

▽
産
第
十
二
号
・
縫
製
工
場
内
部
改

　
造
、
延
面
積
二
八
一
丁
三
九
㎡

　
大
武
工
務
店
　
　
　
六
七
〇
万
円

▽
産
第
十
三
号
・
地
す
べ
り
関
連
、

　
ホ
場
整
備
（
天
水
越
）
二
・
四
㎞

　
高
橋
組
　
　
　
二
、
一
二
〇
万
円

腐
闘
東
北
電
力

▽
九
月
十
六
日
（
金
V

　
午
前
十
二
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で

　
兎
口
・
湯
山
・
湯
本
・
天
水
越
・

　
天
水
島
・
中
坪
・
松
之
山
の
一
部

▽
九
月
十
九
日
（
月
￥
1
ー

　
午
後
一
時
半
か
ら
四
時
半
ま
で

上
蝦
池

▽
九
月
三
十
日
（
金
）

　
午
後
一
時
か
ら
午
後
四
時
半
ま
で

藤
原

摩
矧
麹

9
月
1
2
日
（
月
）
　
　
　
医
師
都
合

　
　
2
4
日
（
土
）
　
　
　
指
定
休
日

口
う
ぶ
声

　
妻
島
　
伸
二
（
田
麦
立
・
春
夫
の
二
男
）

　
南
雲
　
明
美
（
西
之
前
・
久
仁
平
の
二
女
）

■
お
く
や
み

　
久
保
田
徳
松
⑲
①
（
光
間
・
大
下
）

　
小
野
塚
ム
メ
㈱
（
湯
之
島
・
久
蔵
）

　
村
山
　
ヒ
ロ
㈱
（
五
十
子
平
・
古
屋
敷
）


